


 
 

授業科目〈シラバス〉について 
 
この「２０１９授業科目〈シラバス〉」は、平成 31 年度に美術工芸学部で開講される専門
教育科目について、各担当教員から提出された授業計画（シラバス）をまとめたものです。

履修計画や年間の学習計画を立てる際に利用してください。 
なお、総合教育科目、共通教育科目及び教職に関する科目は別冊となっています。 
 
 
１．実技の授業科目は、その多くが複数の実習（課題）で構成されています。この場合、

授業科目の頁のあとに実習（課題）ごとのシラバスが記載されていることがあります。 
 
２．今年度開講する科目のみを掲載しています。 

 
３．集中講義科目については、単位数・学期欄に（集中）と表記されています。 

 
４．担当教員名欄の（名）は名誉教授を、（客）は客員教授を、（非）は非常勤講師を表し

ます。 
 

５．■履修上の留意点には、履修の条件や注意事項のほかに、授業外の学習を含めて履修

にあたり心掛けるべき点、学生への要望等が記載されています。 
 

６．その他、本学の授業科目には科目名の末尾に番号等が付されているものがあります。

これらは、科目開設の趣旨や性格、また分類上のルールがありますので、入学時に配

布された履修案内等を確認してください。 



平成31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成30年度以降入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

絵
画

必修主要

21110 絵画基礎 5 1 前 実技 1
21112 日本画Ⅰ 6 1 後 実技 7
21113 箔 2 1 後 演習 12
21213 日本画Ⅱ－Ⅰ 6 2 前 実技 13
21214 日本画Ⅱ－Ⅱ 7 2 後 実技 15
21121 油画Ⅰ 7 1 後 実技 21
21223 油画Ⅱ－Ⅰ 6 2 前 実技 25
21224 油画Ⅱ－Ⅱ 7 2 後 実技 29
21231 絵画特論Ⅰ 2 1 通年 講義 42
21331 絵画特論Ⅱ 2 2 通年 講義 43
21291 古美術研究 4 2 後期 演習 44

必修専攻
専門関連

21132 彫刻（絵） 2 1 前 演習 45
21133 デザイン（絵） 2 1 前 演習 46
21209 工芸（絵） 2 2 前 演習 47

彫
刻

必修主要

22110 デッサン 1 1 前 実技 48
22113 彫刻Ⅰ－Ⅰ 5 1 前 実技 49
22114 彫刻Ⅰ－Ⅱ 7 1 後 実技 53
22213 彫刻Ⅱ－Ⅰ 6 2 前 実技 56
22214 彫刻Ⅱ－Ⅱ 6 2 後 実技 59
22215 構成 1 2 後 実技 62
22231 彫刻特論Ⅰ 2 2 通年 講義 69
22291 古美術研究 4 2 後 演習 71

必修専攻
専門関連

22121 絵画（彫） 2 1 前 演習 72
22209 デザイン（彫） 2 2 前 演習 73
22132 美術解剖学Ⅰ (骨 ) 2 1 ～ 4 前 講義 75

選択専攻
専門関連 22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講

芸
術
学

必修主要

23110 素描（芸） 2 1 前 演習 76
23114 実技研究（絵画） 3 1 後 実技 78
23115 実技研究（表現） 2 1 後 実技 81
23113 基礎演習 2 1 後 演習 84
23217 学外研究 4 2 後 演習 85

必修専攻
専門関連

23151 絵画（芸） 2 1 前 演習 87
23152 彫刻（芸） 2 1 前 演習 88
23153 デザイン（芸） 2 1 前 演習 89
23154 工芸（芸） 2 1 前 演習 90

選択主要

23431 語学演習Ａ（英語） 4 2～ 4 通年 演習 100
23432 語学演習Ｂ（独語） 4 2～ 4 通年 演習 102
23433 語学演習Ｃ（仏語） 4 2～ 4 通年 演習 103
23434 語学演習Ｄ（伊語） 4 2～ 4 通年 演習 104
23435 原典研究Ａ（古文書） 4 2～ 4 通年 演習 105
23436 原典研究Ｂ（漢文） 4 2～ 4 通年 演習 休講
23437 原典研究Ｃ（ラテン語） 4 2～ 4 通年 演習 106
23438 美学特講 2 2～ 4 前 講義 107
23439 芸術学特講 2 2～ 4 後 講義 108
23440 東洋美術史特講 2 2～ 4 前 講義 109
23228 日本美術史特講 2 2～ 4 後 講義 110
23441 西洋美術史特講 2 2～ 4 前 講義 111
23227 比較芸術学特講 2 2～ 4 後 講義 112

選択専攻
専門関連

23330 絵画演習Ａ 2 2～ 3 前 演習 281
23331 絵画演習Ｂ 2 2～ 3 後 演習 282
23261 彫刻演習Ａ 2 2～ 3 前 演習 284
23262 彫刻演習Ｂ 2 2～ 3 後 演習 285
23334 デザイン演習Ａ 2 2～ 3 前 演習 287
23335 デザイン演習Ｂ 2 2～ 3 後 演習 288
23336 工芸演習Ａ 2 2～ 3 前 演習 290
23337 工芸演習Ｂ 2 2～ 3 後 演習 291



平成31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成30年度以降入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

デ
ザ
イ
ン

必修主要

24112 デザインⅠ 3 1 前 実技 113
24113 木工芸基礎 2 1 後 演習 116
24114 立体造形（デ） 2 1 後 演習 117
24115 素描（デ） 1 1 後 実技 118
24116 色彩構成 2 1 後 演習 119
24117 空間構成 2 1 後 演習 120
24223 デザインⅡ－Ⅰ 7 2 前 実技 121
24224 デザインⅡ－Ⅱ 7 2 後 実技 127

必修専攻
専門関連

24121 絵画（デ） 2 1 前 演習 147
24123 彫刻（デ） 2 1 前 演習 148
24124 工芸（デ） 2 1 前 演習 149

選択専攻
専門関連

24132 西洋建築史 2 1～ 4 前 講義 308
24133 日本建築史 2 1～ 4 後 講義 309
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 315
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327
24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316

工
芸

必修主要

25112 描写 1 1 前 実技 150
25113 色彩 1 1 前 実技 151
25114 立体構成 1 1 前 実技 152
25101 工芸Ⅰ 7 1 後 実技 153
25209 工芸Ⅱ 5 2 前 実技 158
25261 立体造形（工） 1 2 前 実技 164
25262 版画 1 2 前 実技 165
25221 染Ⅰ 7 2 後 実技 167
25231 織Ⅰ 7 2 後 実技 185
25232 繊維科学 2 2 後 講義 206
25222 染色化学 2 2 後 講義 207
25211 陶芸Ⅰ 7 2 後 実技 209
25212 窯業化学 2 2 後 講義 226
25241 漆芸Ⅰ 7 2 後 実技 228
25242 漆芸科学　 2 2 後 講義 249

必修専攻
専門関連

25102 絵画（工） 2 1 前 演習 251
25103 彫刻（工） 2 1 前 演習 252
25104 デザイン（工） 2 1 前 演習 253

選択専攻
専門関連

25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322
25177 色彩論 2 1～ 4 前 講義 326



平成31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成30年度以降入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

全
専
攻
対
象
（
一
部
専
攻
除
く
科
目
あ
り
）

選択共通
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ（骨） 2 1～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22202 金属演習 2 2～ 4 後 演習 292
23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23135 彫刻史 2 1～ 4 前 講義 休講
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297
23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
23145 一般芸術学 2 1～ 4 後 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 前 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305
24132 西洋建築史 2 1～ 4 前 講義 308
24133 日本建築史 2 1～ 4 後 講義 309
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24163 図法及び製図Ａ 2 1～ 4 前 演習 330
24164 図法及び製図Ｂ 2 1～ 4 後 演習 331
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 315
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327
24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 2～ 4 後 演習 317
25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322
25177 色彩論 2 1～ 4 前 講義 326

自由科目 21202 写真演習 2 1～ 4 後 演習 335
24202 スクリーン印刷演習 2 2～ 4 後 演習 336



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 29年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

絵
画

必修主要
21311 日本画Ⅲ 14 3 通年 実技 18
21321 油画Ⅲ 14 3 通年 実技 32
21331 絵画特論Ⅱ 2 2 通年 講義 43
21291 古美術研究 4 2 後 演習 44

選択専攻
専門関連

21431 西洋建築史概説Ａ 2 1～ 4 前 講義 255
21432 日本建築史概説Ａ 2 1～ 4 後 講義 256
21433 ビジュアルデザイン概論 2 1～ 4 前 講義 257
21434 視覚伝達概論Ａ 2 1～ 4 前 演習 258
21435 視覚伝達概論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 259
21436 陶磁史概説Ａ 2 1～ 4 前 講義 260
21437 染織工芸史概説Ａ 2 1～ 4 前 講義 261
21438 生活造形概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 262
21439 装飾概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 263
21440 漆芸概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 264

彫
刻

必修主要

22112 彫刻ⅠＢ 7 1 後 実技 －
22212 彫刻Ⅱ 13 2 通年 実技 －
22312 彫刻Ⅲ 13 3 通年 実技 63
22231 彫刻特論Ⅰ 2 2 通年 講義 69
22331 彫刻特論Ⅱ 2 3 通年 講義 70
22291 古美術研究 4 2 後 演習 71

専攻専門
関連

22207 デザインＢ 2 2 前 演習 －
22208 工芸Ｂ 2 3 前 演習 74

選択専攻
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ（骨） 2 1～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22421 西洋建築史概説Ｂ 2 1～ 4 前 講義 265
22422 日本建築史概説Ｂ 2 1～ 4 後 講義 266
22423 クラフトデザイン計画概論 2 1～ 4 後 講義 267
22424 プロダクトデザイン概論 2 1～ 4 後 講義 268
22425 環境造形概論 2 1～ 4 前 講義 269
22426 陶磁史概説Ｂ 2 1～ 4 前 講義 270
22427 染織工芸史概説Ｂ 2 1～ 4 前 講義 271
22428 生活造形概論Ｂ 2 1～ 4 後 講義 272
22429 装飾概論Ｂ 2 1～ 4 後 講義 273
22430 漆芸概論Ｂ 2 1～ 4 後 講義 274
23112 実技研究 5 1 後 実技 77

必修主要 23113 基礎演習 2 1 後 演習 84

芸
術
学

23217 学外研究 4 2 後 演習 85

選択主要

23421 美学演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 91
23422 美学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 91
23423 芸術学演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 92
23424 芸術学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 93
23425 日本美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 94
23426 日本美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 95
23427 東洋美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 96
23428 東洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 96
23429 西洋美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 97
23430 西洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 97
23442 芸術文化論演習 4 3～ 4 通年 演習 98
23431 語学演習Ａ（英語） 4 2～ 4 通年 演習 100
23432 語学演習Ｂ（独語） 4 2～ 4 通年 演習 102
23433 語学演習Ｃ（仏語） 4 2～ 4 通年 演習 103
23434 語学演習Ｄ（伊語） 4 2～ 4 通年 演習 104
23435 原典研究Ａ（古文書） 4 2～ 4 通年 演習 105
23436 原典研究Ｂ（漢文） 4 2～ 4 通年 演習 休講
23437 原典研究Ｃ（ラテン語） 4 2～ 4 通年 演習 106
23438 美学特講 2 2～ 4 前 講義 107
23439 芸術学特講 2 2～ 4 後 講義 108



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 29年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

芸
術
学

選択主要
23440 東洋美術史特講 2 2～ 4 前 講義 109
23228 日本美術史特講 2 2～ 4 後 講義 110
23441 西洋美術史特講 2 2～ 4 後 講義 111
23227 比較芸術学特講 2 2～ 4 後 講義 112

選択専攻
専門関連

23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23135 彫刻史 2 1～ 4 前 講義 休講
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297
23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
23145 一般芸術学 2 1～ 4 後 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 前 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305
23320 絵画演習 4 2～ 3 通年 演習 274
23321 彫刻演習 4 2～ 3 通年 演習 277
23322 デザイン演習 4 2～ 3 通年 演習 286
23323 工芸演習 4 2～ 3 通年 演習 289
23443 陶磁史概説Ｃ 2 1～ 4 前 講義 275
23444 染織工芸史概説Ｃ 2 1～ 4 前 講義 276
23445 生活造形概論Ｃ 2 1～ 4 後 講義 277
23446 装飾概論Ｃ 2 1～ 4 後 講義 278
23447 漆芸概論Ｃ 2 1～ 4 後 講義 279

デ
ザ
イ
ン

必修主要

24341 デザインⅢＡ 7 3 前 実技 133
24342 デザインⅢＢ 7 3 後 実技 139
24331 デザイン特別演習 2 3 後 演習 145
24391 学外研究 4 3 後 演習 146

選択専攻
専門関連

24132 西洋建築史 2 1～ 4 前 講義 308
24133 日本建築史 2 1～ 4 後 講義 309
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 325
24182 色彩論 2 1～ 4 前 講義 326
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327
24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 2～ 4 後 演習 317

選択共通
専門関連

25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 29年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

工
芸

必修主要

25321 染Ⅱ 14 3 通年 実技 173
25331 織Ⅱ 14 3 通年 実技 190
25322 染織特別演習 2 3 後 演習 208
25311 陶芸Ⅱ 14 3 通年 実技 214
25312 陶芸特別演習 2 3 通年 演習 227
25341 漆芸Ⅱ 14 3 通年 実技 235
25342 漆芸特別演習 2 3 前 演習 250

選択専攻
専門関連

25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25162 図法及び製図 4 1～ 4 通年 演習 328
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322
25172 絵画史概説 2 1～ 4 後 講義 323
25173 彫刻史概説 2 1～ 4 前 講義 休講
25174 現代芸術概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 324
25175 現代芸術概論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 325
25176 沖縄美術工芸史概説 2 1～ 2 後 講義 休講

全
専
攻
対
象
（
一
部
専
攻
除
く
科
目
あ
り
）

選択共通
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ（骨） 2 1～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22202 金属演習 2 2～ 4 後 演習 292
23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23135 彫刻史 2 1～ 4 前 講義 休講
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297
23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
23145 一般芸術学 2 1～ 4 前 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 後 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305
24132 西洋建築史 2 1～ 4 後 講義 308
24133 日本建築史 2 1～ 4 後 講義 309
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 前 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 前 演習 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 後 演習 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 講義 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 後 講義 315
24182 色彩論 2 1～ 4 前 演習 326
24184 人間工学 2 2～ 4 後 演習 327
24251 図学 4 1～ 4 通年 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 1～ 4 後 演習 317
25162 図法及び製図 2 2～ 4 後 演習 328

自由科目 21202 写真演習 2 1～ 4 後 演習 335
24202 スクリーン印刷演習 2 2～ 4 後 演習 336



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 28年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

絵
画

必修主要
21311 日本画Ⅲ 14 3 通年 実技 18
21411 日本画Ⅳ 15 4 通年 実技 20
21321 油画Ⅲ 14 3 通年 実技 32
21421 油画Ⅳ 15 4 通年 実技 39

選択専攻
専門関連

21431 西洋建築史概説Ａ 2 1～ 4 前 講義 256
21432 日本建築史概説Ａ 2 1～ 4 後 講義 256
21433 ビジュアルデザイン概論 2 1～ 4 前 講義 257
21434 視覚伝達概論Ａ 2 1～ 4 前 演習 258
21435 視覚伝達概論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 259
21436 陶磁史概説Ａ 2 1～ 4 前（集中） 講義 260
21437 染織工芸史概説Ａ 2 1～ 4 前 講義 261
21438 生活造形概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 262
21439 装飾概論Ａ 2 1～ 4 後（集中） 講義 263
21440 漆芸概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 264

彫
刻

必修主要
22311 彫刻Ⅲ 14 3 通年 実技 63
22411 彫刻Ⅳ 15 4 通年 実技 68
22331 彫刻特論Ⅱ 2 3 通年 講義 70

選択専攻
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ (骨 ) 2 1 ～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22421 西洋建築史概説Ｂ 2 1～ 4 前 講義 265
22422 日本建築史概説Ｂ 2 1～ 4 後 講義 266
22423 クラフトデザイン計画概論 2 1～ 4 後（集中） 講義 267
22424 プロダクトデザイン概論 2 1～ 4 後 講義 268
22425 環境造形概論 2 1～ 4 前 講義 269
22426 陶磁史概説Ｂ 2 1～ 4 前（集中） 講義 270
22427 染織工芸史概説Ｂ 2 1～ 4 前 講義 271
22428 生活造形概論Ｂ 2 1～ 4 後 講義 272
22429 装飾概論Ｂ 2 1～ 4 後（集中） 講義 273
22430 漆芸概論Ｂ 2 1～ 4 後 講義 274

芸
術
学

必修主要 23411 卒業論文 5 4 通年 演習 86

選択主要

23421 美学演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 91
23422 美学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 91
23423 芸術学演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 92
23424 芸術学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 93
23425 日本美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 94
23426 日本美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 95
23427 東洋美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 96
23428 東洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 96
23429 西洋美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 97
23430 西洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 97
23442 芸術文化論演習 4 3～ 4 通年 演習 98
23431 語学演習Ａ（英語） 4 2～ 4 通年 演習 100
23432 語学演習Ｂ（独語） 4 2～ 4 通年 演習 102
23433 語学演習Ｃ（仏語） 4 2～ 4 通年 演習 103
23434 語学演習Ｄ（伊語） 4 2～ 4 通年 演習 104
23435 原典研究Ａ（古文書） 4 2～ 4 通年 演習 105
23436 原典研究Ｂ（漢文） 4 2～ 4 通年 演習 休講
23437 原典研究Ｃ（ラテン語） 4 2～ 4 通年 演習 106
23438 美学特講 2 2～ 4 通年 講義 107
23439 芸術学特講 2 2～ 4 通年 講義 108
23440 東洋美術史特講 2 2～ 4 通年 講義 109
23228 日本美術史特講 2 2～ 4 通年 講義 110
23441 西洋美術史特講 2 2～ 4 通年 講義 111
23227 比較芸術学特講 2 2～ 4 通年 講義 112

選択専攻
専門関連

23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23135 彫刻史 2 1～ 4 前 講義 休講
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 28年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

芸
術
学

選択専攻
専門関連

23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
23145 一般芸術学 2 1～ 4 後 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 前 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305
23320 絵画演習 4 2～ 3 通年 演習 274
23321 彫刻演習 4 2～ 3 通年 演習 283
23322 デザイン演習 4 2～ 3 通年 演習 286
23323 工芸演習 4 2～ 3 通年 演習 289
23443 陶磁史概説Ｃ 2 1～ 4 前 講義 275
23444 染織工芸史概説Ｃ 2 1～ 4 前 講義 276
23445 生活造形概論Ｃ 2 1～ 4 後 講義 277
23446 装飾概論Ｃ 2 1～ 4 後（集中） 講義 278
23447 漆芸概論Ｃ 2 1～ 4 後 講義 279
23442 芸術文化論演習 4 3～ 4 通年 演習 98

デ
ザ
イ
ン

必修主要

24341 デザインⅢＡ 7 3 前 実技 133
24342 デザインⅢＢ 7 3 後 実技 139
24431 デザインⅣ 15 4 通年 実技 144
24331 デザイン特別演習 2 3 後 演習 145
24391 学外研究 4 3 後 演習 146

選択専攻
専門関連

24131 建築史 4 1～ 4 通年 講義 306
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 315
24182 色彩論 2 1～ 4 前 講義 326
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327
24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 2～ 4 後 演習 317

選択共通
専門関連

25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322

工
芸

必修主要

25433 染Ⅲ 15 4 通年 実技 182
25331 織Ⅱ 14 3 通年 実技 190
25434 織Ⅲ 15 4 通年 実技 202
25222 染色化学 2 2 後 講義 207
25322 染織特別演習 2 3 前 演習 208
25411 陶芸Ⅲ 15 4 通年 実技 223
25341 漆芸Ⅱ 14 3 通年 実技 235
25442 漆芸Ⅲ 15 4 通年 実技 246
25242 漆芸科学 2 2 後 講義 249
25342 漆芸特別演習 2 3 前 演習 250
25391 古美術研究 4 3 後 演習 166

選択専攻
専門関連

25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25162 図法及び製図 4 1～ 4 通年 演習 328
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322
25172 絵画史概説 2 1～ 4 通年 講義 323
25173 彫刻史概説 2 1～ 4 前 講義 休講
25174 現代芸術概論Ａ 2 1～ 4 後 講義 324
25175 現代芸術概論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 325



平成 31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成 28年度入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

全
専
攻
対
象
（
一
部
専
攻
除
く
科
目
あ
り
）

選択共通
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ（骨） 2 1～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22202 金属演習 2 2～ 4 後 演習 292
23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23135 彫刻史 2 1～ 4 前 講義 休講
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297
23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
23145 一般芸術学 2 1～ 4 後 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 前 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305
24131 建築史 4 1～ 4 通年 講義 306
24153 クラフトデザイン計画 2 1～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 315
24182 色彩論 2 1～ 4 前 講義 326
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327
24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 2～ 4 後 演習 317
25162 図法及び製図 4 1～ 4 通年 演習 328

自
由
科
目

デザイン
24203 絵画Ｃ 3 2～ 4 通年 演習 334
24204 彫刻Ｃ 4 2～ 4 前 演習 334
24205 工芸Ｄ 4 2～ 4 通年 演習 334

彫刻
22203 絵画Ａ 3 2～ 4 通年 演習 334
22204 デザインＢ 3 1～ 4 通年 演習 334
22205 工芸Ｂ 4 2～ 4 通年 演習 334

工芸
25203 絵画Ｄ 3 2～ 4 通年 演習 334
25204 彫刻Ｄ 4 2～ 4 前 演習 334
25205 デザインＤ 3 1～ 4 通年 演習 334

芸術学
23101 絵画Ｂ 3 2～ 4 通年 演習 334
23102 彫刻Ｂ 4 2～ 4 前 演習 334
23103 デザインＣ 3 1～ 4 通年 演習 334
23104 工芸Ｃ 4 2～ 4 通年 演習 334

絵画
21203 彫刻Ａ 4 2～ 4 前 演習 334
21204 デザインＡ 3 1～ 4 通年 演習 334
21205 工芸Ａ 4 2～ 4 通年 演習 334

自由科目 21202 写真演習 2 1～ 4 後 演習 335
24202 スクリーン印刷演習 2 2～ 4 後 演習 336



平成31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成27年度以前入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

絵画 必修主要 21411 日本画Ⅳ 15 4 通年 実技 20
21421 油画Ⅳ 15 4 通年 実技 39

彫刻 必修
主要

22311 彫刻Ⅲ 14 3 通年 実技 63
22411 彫刻Ⅳ 15 4 通年 実技 68

芸
術
学

必修主要

23228 日本美術史特講 2 2～ 4 前 講義 111
23411 卒業論文 5 4 通年 演習 86
23421 美学演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 91
23422 美学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 91
23424 芸術学演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 93
23425 日本美術史演習Ⅰ 4 3～ 4 通年 演習 94
23426 日本美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 95
23428 東洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 96
23430 西洋美術史演習Ⅱ 4 3～ 4 通年 演習 97
23432 語学演習Ｂ（独語） 4 2～ 4 通年 演習 102
23434 語学演習Ｄ（伊語） 4 2～ 4 通年 演習 104
23435 原典研究Ａ（古文書） 4 2～ 4 通年 演習 105
23437 原典研究Ｃ（ラテン語） 4 2～ 4 通年 演習 106
23438 美学特講 2 2～ 4 前 講義 107

選択
専門関連

23320 絵画演習 4 2～ 3 通年 演習 280
23321 彫刻演習 4 2～ 3 通年 演習 283
23322 デザイン演習 4 2～ 3 通年 演習 286

デ
ザ
イ
ン

必修主要

24331 デザイン特別演習 2 3 後 演習 145
24341 デザインⅢＡ 7 3 前 実技 133
24342 デザインⅢＢ 7 3 後 実技 139
24391 学外研究 4 3 後 演習 146
24431 デザインⅣ 15 4 通年 実技 144

工
芸 必修主要

25321 染Ⅱ 14 3 通年 実技 173
25421 染Ⅲ 15 4 通年 実技 182
25331 織Ⅱ 14 3 通年 実技 190
25431 織Ⅲ 15 4 通年 実技 202
25232 繊維科学 2 2 後 講義 206
25242 漆芸科学 2 2 後 講義 249
25311 陶芸Ⅱ 14 3 通年 実技 214
25411 陶芸Ⅲ 15 4 通年 実技 223
25312 陶芸特別演習 2 3 通年 演習 227
25341 漆芸Ⅱ 14 3 通年 実技 235
25441 漆芸Ⅲ 15 4 通年 実技 246
25322 染織特別演習 2 3 前 演習 208
25391 古美術研究 4 3 後 演習 166

全
専
攻
共
通

選択
専門関連

22132 美術解剖学Ⅰ（骨） 2 1～ 4 前 講義 75
22133 美術解剖学Ⅱ（筋） 2 1～ 4 前 講義 休講
22202 金属演習 2 2～ 4 後 演習 292
23125 芸術心理学 2 1～ 4 後 講義 293
23126 芸術学 2 1～ 4 前 講義 294
23136 デザイン史 2 1～ 4 前 講義 295
23137 工芸史 2 1～ 4 前 講義 296
23138 絵画史 2 1～ 4 後 講義 297
23141 書道史 2 1～ 4 前 講義 298
23142 現代芸術論Ａ 2 1～ 4 後 講義 299
23143 現代芸術論Ｂ 2 1～ 4 前 講義 300
24131 建築史 4 1～ 4 通年 講義 306
24153 クラフトデザイン計画 2 2～ 4 後 講義 310
24161 プロダクトデザイン論 2 1～ 4 後 講義 311
24162 ビジュアルデザイン論 2 1～ 4 前 講義 312
24171 視覚伝達論Ａ 2 1～ 4 前 演習 313
24172 視覚伝達論Ｂ 2 1～ 4 後 演習 314
24181 環境造形論 2 1～ 4 前 講義 315
24182 色彩論 2 1～ 4 後 講義 326
24184 人間工学 2 1～ 4 後 講義 327



平成31年度　美術工芸学部開設授業科目表一覧（平成27年度以前入学生用）
対象
専攻

科目
区分

科目
コード 授業科目名 単位数 受講

年次 学期 授業
区分 頁

全
専
攻
共
通

選択
専門関連

24251 図学 2 1～ 4 前 演習 316
24252 ＣＧ基礎 2 2～ 4 後 演習 317
25131 陶磁史 2 1～ 4 前 講義 318
25132 染織工芸史 2 1～ 4 前 講義 319
25151 生活造形論 2 1～ 4 後 講義 320
25152 装飾論 2 1～ 4 後 講義 321
25162 図法及び製図 4 1～ 4 通年 演習 328
25171 漆芸論 2 1～ 4 後 講義 322
23145 一般芸術学 2 1～ 4 後 講義 301
23146 日本美術史 2 1～ 4 前 講義 302
23147 東洋美術史 2 1～ 4 前 講義 303
23148 西洋美術史Ａ 2 1～ 4 前 講義 304
23149 西洋美術史Ｂ 2 1～ 4 後 講義 305

自由科目

21201 絵画 3 2～ 4 通年 演習 333
22201 彫刻 4 2～ 4 前 演習 333
24201 デザイン 3 1～ 4 通年 演習 333
25201 工芸 4 2～ 4 通年 演習 333
21202 写真演習 2 1～ 4 後 演習 335
24202 スクリーン印刷演習 2 2～ 4 後 演習 336



実務経験のある教員による授業科目（実践的教育を行う授業）
対象専攻等 区分 授業科目名 単位数 授業区分 教員名 職 担当形態 実務経験等 掲載頁

学
部

選
択
科
目

共通専門
関連科目

ビジュアルデザイン概論
ビジュアルデザイン論 2 講義 笹原浩造 准教授 単独 アートディレクター、化粧品会社宣

伝部勤務（1986～ 2010年）
257 
312

視覚伝達概論Ａ
視覚伝達論Ａ（印刷） 2 演習 赤嶺雅 教授 単独

グラフィックデザイナー、民間企業
（情報通信機械器具製造業、印刷業）
デザイン室勤務（1986～ 1992年）

258
313

視覚伝達概論Ｂ                    
視覚伝達論Ｂ（映像） 2 演習 仲本賢 教授 単独 映像作家 259

314
環境造形概論
環境造形論 2 講義 宮里武志 准教授 単独 設計事務所主宰、建築設計事務所等

勤務（1994～ 2002年）
269
315

日本美術史 2 講義 小林純子 教授 単独 公立博物館学芸員（1989～1994年） 302
西洋美術史Ｂ 2 講義 土屋誠一 准教授 単独 美術批評家 305
ＣＧ基礎 2 演習 真喜志康一 非常勤講師 単独 デザイン事務所経営 317

絵
画
専
攻

必
修
科
目
主要科目

日本画Ⅳ 15 実技
平山英樹 教授

複数
日本画家

20香川亮 准教授 画家
関谷理 講師 日本画家

油画Ⅳ 15 実技
田中睦治 教授

複数
美術家

39～ 41知花均 教授 版画家
髙﨑賀朗 准教授 画家

彫
刻
専
攻

必
修
科
目
主要科目

彫刻Ⅳ 15 実技

波多野泉 教授

複数

彫刻家

68
砂川泰彦 教授 彫刻家
河原圭佑 講師 彫刻家
長尾恵那 講師 彫刻家

彫刻特論Ⅱ 2 講義

波多野泉 教授

オムニバス

彫刻家

70
砂川泰彦 教授 彫刻家
河原圭佑 講師 彫刻家
長尾恵那 講師 彫刻家

芸
術
学
専
攻

選
択
科
目
主要科目

芸術学演習Ⅰ 4 演習 土屋誠一 准教授 単独 美術批評家 92
芸術学演習Ⅱ 4 演習 土屋誠一 准教授 単独 美術批評家 93
日本美術史演習Ⅰ 4 演習 小林純子 教授 単独 公立博物館学芸員（1989～1994年） 94
日本美術史演習Ⅱ 4 演習 小林純子 教授 単独 公立博物館学芸員（1989～1994年） 95
芸術学特講 2 講義 土屋誠一 准教授 単独 美術批評家 108
日本美術史特講 2 講義 小林純子 教授 単独 公立博物館学芸員（1989～1994年） 110

デ
ザ
イ
ン
専
攻

必
修
科
目
主要科目

デザインⅢＡ 7 実技

笹原浩造 准教授 複数 アートディレクター、化粧品会社宣
伝部勤務（1986～ 2010年）

133
134

高田浩樹 准教授 単独 デザイン事務所主宰 133
135

又吉浩 准教授 単独 アニメーション作家 133
136

宮里武志 准教授 単独 設計事務所主宰、建築設計事務所等
勤務（1994～ 2002年）

133
137

座波嘉克 教授 複数 プロダクトデザイナー 133
138

（インターンシップ） 複数 インターンシップＡ・Ｂ 133

デザインⅢＢ 7 実技

又吉浩 准教授 単独 アニメーション作家 139
140

高田浩樹 准教授 単独 デザイン事務所主宰 133
141

仲本賢 教授 複数 映像作家 139
142又吉浩 准教授 映像作家

赤嶺雅 教授 複数
グラフィックデザイナー、民間企業
（情報通信機械器具製造業、印刷業）
デザイン室勤務（1986～ 1992年）

139
143

（インターンシップ） 複数 インターンシップＣ・Ｄ 139

工
芸
専
攻

必
修
科
目
主要科目

染Ⅲ 15 実技 渡名喜はるみ 教授 複数 染色家 182～184名護朝和 教授 染色家

織Ⅲ 15 実技 真栄城興茂 教授 複数 染織家、織工房主宰 202
205花城美弥子 准教授 染織家

陶芸Ⅲ 15 実技 山田聡 教授 複数 陶芸家 223島袋克史 講師 陶芸家

漆芸Ⅲ 15 実技
糸数政次 教授

複数

漆芸家、県工芸振興センター勤務
（1990～ 2013年）

246～ 248水上修 教授 漆芸家
當眞茂 准教授 漆芸家
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ͤὀ㸰� Ᏻࡵࡓࡢ㠐ࢆᒚࠋࡇࡿࡃ࡚࠸ⲡᒚࡢ࣮ࣝࣄࠊ㧗࠸ᒚ≀ࡣ⚗Ṇࠋ�

�

࠙ᑓᨷ‽ഛࠚᮦᩱ�ᮡᮦྜ࡞ࡋࠊᯈࠊᮌᕤ⏝ࠊࢺࢵࣞࢫࢫ࣮ࢥࠊࢻࣥ࣎ᮌᕤ⏝ࠊ�࡞ࢸࣃᕤලࠋ࡞�

⤮⏬ᇶ♏�
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�
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�

�

�

�

࠙ᐇ⩦ྡࣝࢿࣃࠚᐇ⩦�

࠙ᮇ� 㛫ࠚ㸲᭶� 㸰㸰᪥�᭶� �ࠥ 㸲᭶� 㸰㸴᪥�㔠��

࠙ᩍ� ᐊ ��Ჷ㸯㝵ࣥࢨࢹ�ࢫࣃࣥࣕ࢟㤳㔛ᓮᒣ��ᮌᕤᕤᡣࠚ

࠙ᢸ� ᙜ ��⤮⏬ᑓᨷ�㛵㇂⌮ࠊ�㠀ᖖㅮᖌࠚ

࠙ㄢ� 㢟 �ไసࡢࣝࢿࣃᮌ〇ࡿࡍ⏝�ᤵᴗ࡛ࠚ

�

࠙ᤵᴗᴫせ �ࠚ �

☜ⓗࠊࡋ៖⪄࡚࠸ࡘ࡞ᛶື⛣ࠊ㔜㔞ࠊᛶஂ⪏ࠊᙉᗘࠊ⣲ᮦࡓࡗྜ⏝┠ⓗࠋࡍࡲࡾ࡞ᨭᣢయࡢ⌧⾲⏬⤮ࡣࣝࢿࣃᮌ〇�࣐࣮ࢸ�

࡞ࡧᏛ࡚࠸ࡘ⏝᪉ἲ࠸ࡋᏳ࡛ṇࡢᕤලࡿࡍ⏝ࠊ〇ᮦ᪉ἲࡢᐇ㝿ࡽᇶ♏▱㆑ࡢᮌࠖࠕࠊࡣᤵᴗ࡛ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀᚲせࡿࡍไస

�ࠋࡍࡲࡋᚓ⩦ࢆ⬟ᢏ࡞ᚲせ〇సࣝࢿࣃࡽࡀ

� �

࠙฿㐩┠ᶆ ��ࠚ

ᛶື⛣ࠊ㔜㔞ࠊᛶஂ⪏ࠊᙉᗘࠊ⣲ᮦࡓࡗྜ⏝┠ⓗ࡚࠸࠾〇సࣝࢿࣃࠊࡋ⩦Ꮫពḧⓗࢆ〇ᮦ᪉ἲࡢᐇ㝿ࡽᇶ♏▱㆑ࡢᮌࠖࠕ࣭

�ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼⪄ࢆᵓ㐀ࡓࡋ៖⪄ࢆ࡞

�ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺࡞⾜ࢆ〇సࣝࢿࣃࠊࡋ⏝☜ⓗࡘ⏝᪉ἲ࡛Ᏻ࠸ࡋṇࢆ㐨ලࡢࢀࡒࢀࡑ࣭

࣭ಶࡢࠎᚋࡢᤵᴗ┠ⓗࡓࡗ࠶ᵓ㐀ୖၥ㢟ࠊࢆࣝࢿࣃ࠸࡞ࡢᮇ㛫ෆไసࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ�

�ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ࡚❧ᙺไసࠊ✲◊ࡢ㌟⮬ࡢᚋࠊࡋ⩦Ꮫࢆᙺࡿࡅ࠾ᨭᣢయࡢ⏬⤮࡚ࡋ㏻ࢆ〇సࣝࢿࣃ࣭

�

࠙ᤵᴗィ⏬࣭᪉ἲ �ࠚ

�ࡋฟࡾษࡢᮌᮦە

➨㸯ᅇ� � �ㄢ㢟ㄝ᫂ۑ �ㄝ᫂ࡢ〇సࣝࢿࣃ ⏝ࡿࡍ㐨ලࡢㄝ᫂�

➨㸰ᅇ� � �ไస㛤ጞۑ ᡭᢲࢼࣥ࢝ࡋᶵࡿࡼᮦࡢ▴ฟࡋ� � �

➨㸱ᅇ� � �ไసۑ ᪼ࢥࣀ㝆┙ࡿࡼᮦࡢᖜࠊཌࡢࡳ⢒ษࡾ� � �

➨㸲ᅇ� � �ไసۑ �ࡋฟࡳཌࡢᮦࡿࡼ┙ࢼࣥ࢝ື⮬

➨㸳ᅇ� � �ไసۑ ᮦࡢ㛗ࡉቚࡅ� ᡭ㗬ࡿࡼᮦࡢ㛗ࡉษࡾ�

➨㸴ᅇ� � �ไసۑ ᮌᕤ๐ࢆྎࡾ⏝ࠊ࡚ࡋᡭࡿࡼࢼࣥ࢝ᮦࡢ㛗ࡉㄪ⠇� ▴ฟࡋ�

❧ࡳ⤌ࡢᮌᮦە �࡚

➨㸵ᅇ� � �ไసۑ �⨨࡚❧ࡳ⤌ ᮌࢪࢿ⨨ࡢቚࡅ�

➨㸶ᅇ� � �ไసۑ ᮌᕤ⏝ࢆ࣮࢝ࢵࢱࣥ࢞ࡧࡽ࡞ࢻࣥ࣎⏝ࡋᮌᯟ㒊ศࡢ௬⤌ࡳ�

➨㸷ᅇ� � �ไసۑ 㟁ືࡿࡼࣝࣜࢻᮌࡢࢪࢿᇙࡵ㎸ࡳ㒊ศࡧࡽ࡞ୗ✰ࡢຍᕤ� �

➨㸯㸮ᅇ� �ไసۑ 㟁ືࡿࡼࣝࣜࢻᮌࡢࢪࢿᡴࡕ㎸ࠊࡳᮌᯟ㒊ศࡆୖࡳ⤌ࡢ� � � � � � � � � � � � �

➨㸯㸯ᅇ� �ไసۑ �ࢺࢵ࢝ࡢ∧ࣝࢿࣃ࡚࠸⏝ࢆ࣮ࢯࣝࢿࣃ � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

➨㸯㸰ᅇ� �ไసۑ ௬㔥⨨ࡢቚࡅ� � � � � � � � � � � � � � � � � �

➨㸯㸱ᅇ� �ไసۑ ௬㔥ࣝࢿࣃࡿࡼᮌᯟࡢ᥋╔�

➨㸯㸲ᅇ� �ไసۑ ᡭࣝࢿࣃࡿࡼࢼࣥ࢝ᯈࡢవศࡢษࡾⴠࡋ�௬㔥ࢆእ࡚ࡋᡂ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

➨㸯㸳ᅇ� �ㅮホۑ ไసಟ� �సᡂࢺ࣮࣏ࣞ � � �

�

࠙ᡂᯝ≀ ��������㸳㸮ྕ┦ᙜ(ࡣ⏕Ἔ⏬Ꮫࠚ����ࣝࢿࣃ㸰ᯛࠋ᪥ᮏ⏬Ꮫ⏕ࡣ)㸱㸮ྕ┦ᙜ�����������3㸱㸮ྕ┦ᙜ��������㸬

��ྛࢆࣝࢿࣃ㸯ᯛࢺ࣮࣏ࣞ⮬ྛࠋᥦฟࠋ�

�

࠙ホ౯ࡢ᪉ἲ࣭ᇶ‽ �ࠚ

�᪉ἲڧ

ᡂᯝࡢᡂᗘ�㸳㸮㸣�ࠊᖹᖖⅬ�㸱㸮㸣�ࢺ࣮࣏ࣞࠊ�㸰㸮㸣�� ᖹᖖⅬࡣᤵᴗࡢཧຍ≧ἣࠊᤵᴗࡢ✚ᴟᛶࠊ㐨ලࡢ⌮ゎ࡞⥲

ྜⓗࠋࡿࡍุ᩿�

�‽ᇶڧ

�ࠋࡿࡍホ౯ࡾ๎ࠖ‽ᡂ⦼ホ౯ᇶࡢ┠⛉ᤵᴗࠕࡿࡵᐃ⛬ᒚಟつࠊ࡚ࡋほⅬࢆ㐩┠ᶆࠖ฿ࠕ

�

➼ཧ⪃ᩥ⊩㸦㈨ᩱ㸧࣭ࢺࢫ࢟ࢸ࠙ �ࠚ

�♏ᇶ⏬⤮ࠗࢺࢫ࢟ࢸڧ ⩦ᐇࣝࢿࣃ �࠘ᩍဨࡀ㓄ᕸ�

ࠗ⫣ᩥ⪄ཧڧ ᮌᮦຍᕤ⣔ᐇᢏᩍ⛉᭩ �࠘⊂❧⾜ᨻἲே�㞠⏝࣭ ⬟ຊ㛤Ⓨᶵ �ɔ⫋ᴗ⬟ຊ㛤Ⓨ⥲ྜᏛ �ᰯ⬟ຊ㛤Ⓨ◊✲ࢱࣥࢭ �࣮�ᮌᕤᐊ�

�〇ᮦᮌᮦࠊᡂရࡢࣝࢿࣃ�ཧ⪃㈨ᩱڧ �

�

࠙Ꮫ⏕‽ഛࠚసᴗ╔ࠊࢡࢵࣈࢳࢵࢣࢫࠊ➹グ⏝ලࢺ࣮࣏ࣞࠊ⏝$㸲ࠊࢺ࣮ࣀᕤල୍ᘧ�๓࡚ࡵࡲ㉎ධࠋ࡞�ࡍࡲࡋ�

ͤὀ㸯� సᴗ╔ࡣᏳᛶ⪃៖ࡀ⿇༙ࠋࡢࡶࡓࡗࡲ⥾ࡢཱྀ⿇ࡋᮃࠋ࠸ࡋࡲ�

ͤὀ㸰� Ᏻࡵࡓࡢ㠐ࢆᒚࠋࡇࡿࡃ࡚࠸ⲡᒚࡢ࣮ࣝࣄࠊ㧗࠸ᒚ≀ࡣ⚗Ṇࠋ�

�

࠙ᑓᨷ‽ഛࠚᮦᩱ�ᮡᮦྜ࡞ࡋࠊᯈࠊᮌᕤ⏝ࠊࢺࢵࣞࢫࢫ࣮ࢥࠊࢻࣥ࣎ᮌᕤ⏝ࠊ�࡞ࢸࣃᕤලࠋ࡞�

⤮⏬ᇶ♏�
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�

�

࠙ᐇ⩦ྡ �⌧⾲࡞ࠎ⣲ᮦ࣭ᵝ࡞ࠎ�ᵝࠚ

࠙ᮇ� 㛫 ��᭶�ⅆ�ࠥ㸴᭶㸯㸵᪥��㸳᭶㸰㸶᪥ࠚ

࠙ᩍ� ᐊ �┿ᕤᡣࠊᐊ⭯▼�ࠚ

࠙ᢸ� ᙜ �㠀ᖖㅮᖌࠊ㔠ᇛ�ᚭࠊ⌮�㇂㛵ࠊ�㧘㷂�㈡ᮁࠚ

࠙ㄢ� 㢟 �ไస⏬⤮ࡿࡼᢏἲ࣭┿ᢏἲ⏬⤮࡞ࠎᵝ⣲ᮦ࡞ࠎ�ᵝࠚ

�

࠙ᤵᴗᴫせ �ࠚ ࠊβࡃ࡞࡛ࡅࡔᥥࡿࡼ➹࡚ࡗไస⏬⤮�࣐࣮ࢸ� ᢏἲ࣭⏬⤮࡞ࠎᵝ⣲ᮦ࡞ࠎ ┿ᢏἲぶࠊࡳࡋ

ᢏἲ࣭ᢏ⾡ࢆᣑࠊࡣࡇࡿࡆ⤮⏬ไసࡢ࣮ࣕࢳࢫࢡࢸࡿࡅ࠾ព࡛࠼࠺ࡿ࠼⪄ࢆษ࡛ࠋࡿ࠶ᤵᴗ࡛ࠊࡣ��ୡ⣖ᐇ

㦂ࠊᒎ㛤ࠊᛂ⏝ࡓࢀࡉ⤮⏬ᢏἲ࣭┿ᢏἲࢆ㏣య㦂ࡋసရ⣲ᮦࢆไసࠋࡿࡍഅ↛ᛶࡾྲྀࢆධࢀᛮࡠࢃຠᯝࢆᘬࡁฟࡓࡋ

సရ⣲ᮦᖜᗈ࠸㌟㏆࡞⣲ᮦࡸࣗࢪ࣮ࣛࢥୖࣝࢿࣃࡏࢃྜࡳ⤌ࢆ╔ᙬࡢ࡞⤮⏬ᢏἲࡓ࠸⏝ࢆ⤮⏬సရࡢไసࢆ⾜

�ࠋ࠺

࠙฿㐩┠ᶆ �ࠚ

࣭β ᢏἲ㸦┿ᢏἲྵ⏬⤮࡞ࠎ ࠸࡚ࡘ⌧⾲⏬⤮ࠊࡋᐇ㊶య㦂ࢆ㸧ࠋࡴ ⌮ゎ̀̔ࢆ ࡀ࡛ࡇ࠺⾜ࢆసရไసࡵ �ࠋࡿࡁ

⣲࣭ᮦᢏἲࡢᛂ⏝⾲⌧◊✲ࡿ࡞ㄢ㢟ไస࠸࡚ࡘ ⌮ゎࡋ⤮⏬సရࡋ࡚ ࡀ࡛ࡇࡿࡍ⌧⾲ �ࠋࡿࡁ

࣭ㄽ⌮ⓗཱྀ㢌࡛ࡢⓎ⾲ࡸグ㏙ࠊࡁ࡛ࡀࡇ࠺⾜ࢆ⪅ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺⾜�

�

࠙ᤵᴗィ⏬࣭᪉ἲ �ࠚ

��ᤵᴗㄝ᫂�‽ഛ�సရไస$㸸┿ᢏἲ࣒ࣛࢢࢺ࢛ࣇ���సရไస%㸸⤮⏬ᢏἲ�ձࢪ࣮ࢱࢵࣟࣇ �ࣗղࢡࢵࢳࣂ�

���సရไస$㸸┿ᢏἲ࣒ࣛࢢࢺ࢛ࣇ��సရไస%㸸⤮⏬ᢏἲ�ճࢽ࣐ࢥࣝ࢝ࢹ �࣮մࢢࣥࣜࢱࢵࣃࢫ�

��ᤵᴗㄝ᫂�‽ഛ�సရไస$㸸⤮⏬ᢏἲ�ձࢪ࣮ࢱࢵࣟࣇ �ࣗղࢡࢵࢳࣂ�సရไస%㸸┿ᢏἲ࣒ࣛࢢࢺ࢛ࣇ��

��సရไస$㸸⤮⏬ᢏἲ�ճࢽ࣐ࢥࣝ࢝ࢹ �࣮մࢢࣥࣜࢱࢵࣃࢫ�సရไస%��┿ᢏἲ࣒ࣛࢢࢺ࢛ࣇ��

��సရไస$㸸⤮⏬ᢏἲ�յࢢࣥࣜࣈ࣮࣐�సရไస%�⤮⏬ᢏἲ�նࣔࣉࢱࣀ�

��సရไస$㸸⤮⏬ᢏἲ�նࣔࣉࢱࣀ��సရไస%�⤮⏬ᢏἲ�յࢢࣥࣜࣈ࣮࣐�

��┿ᢏἲཬࡧᵝ࡞ࠎ⤮⏬ᢏἲ◊✲㸦┿ᢏἲ࣒ࣛࢢࢺ࢛ࣇ�ཬࡧ⤮⏬ᢏἲձࠥն㸧�

��┿ᢏἲཬࡧᵝ࡞ࠎ⤮⏬ᢏἲ◊✲㸦┿ᢏἲ࣒ࣛࢢࢺ࢛ࣇ�ཬࡧ⤮⏬ᢏἲձࠥն㸧�

��┿ᢏἲཬࡧᵝ࡞ࠎ⤮⏬ᢏἲ◊✲㸦┿ᢏἲ࣒ࣛࢢࢺ࢛ࣇ�ཬࡧ⤮⏬ᢏἲձࠥն㸧�

���࣭┿ᢏἲཬࡧᵝ࡞ࠎ⤮⏬ᢏἲ◊✲�ㅮ⩏㸸㺀��ୡ⣖ࡢከᵝ࡞⾲⌧㺁�

���࣭ㄢ㢟ࠕᵝ࡞ࠎ⤮⏬ᢏἲཬࡧ┿ᢏἲࡿࡼసရ㌟㏆࡞⣲ᮦࡢᵓᡂࡿࡼ⤮⏬ไసࠖㄝ᫂ࠊ‽ഛ�

���࣭⤮⏬ᢏἲ㸦ࢪ࣮ࣛࢥ �ࣗ�╔ᙬ㸧ࡿࡼㄢ㢟ไస㸸Ⓨཬࡧᵓィ⏬�

���⤮⏬ᢏἲ㸦ࢪ࣮ࣛࢥ �ࣗ�╔ᙬ㸧ࡿࡼㄢ㢟ไస㸸ࡢࢺࣉࢭࣥࢥ❧�

���⤮⏬ᢏἲ㸦ࢪ࣮ࣛࢥ �ࣗ�╔ᙬ㸧ࡿࡼㄢ㢟ไస㸸ไస㏵୰సရࡢ୰㛫ࢡࢵ࢙ࢳ�

���⤮⏬ᢏἲ㸦ࢪ࣮ࣛࢥ �ࣗ�╔ᙬ㸧ࡿࡼㄢ㢟ไస㸸⣲ᮦᢏἲࡢᛂ⏝�ᒎ㛤�

���⤮⏬ᢏἲ㸦ࢪ࣮ࣛࢥ �ࣗ�╔ᙬ㸧ࡿࡼㄢ㢟ไస㸸ୖࡆ�ᡂ࣮ࣃ࣮࣌ࢺ࣓ࣥࢥ�సᡂ�

���ሙタႠࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹ� �ࣥᡂᯝసရཬ࣮ࣃ࣮࣌ࢺ࣓ࣥࢥࡧᥦฟ�∦ࡅ�

� ͤᐃᮇヨ㦂ࡣᐇࠋ࠸࡞ࡋ�

�

࠙ᡂᯝ≀ࢢࣛࢺ࢛ࣇࠚ ࠊసရβ࣒ ࣝࣇసရࡿࡼᢏἲ⏬⤮࡞ࠎ �ㄢ㢟సရࠊ

�

࠙ホ౯ࡢ᪉ἲ࣭ᇶ‽ �ࠚ

�᪉ἲڧ� ᡂᯝసရ㸦ࢢࣛࢺ࢛ࣇ ࠊసရβ࣒ ࣝࣇసရࡿࡼᢏἲ⏬⤮࡞ࠎ ࡢᖹᖖⅬ㸦ไసྀྲࠊㄢ㢟సရ㸧��㸣ࠊ �㸧��㸣ࡳ⤌ࡾ

� � � � ྜ⥲ࡿࡼ ホ౯ࠋ�
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【実習名】	裏打ち実習	

【期 間】・12月2日(月)～12月6日(金)	

【教 室】・日本画2年生アトリエ 

【担	 当】・香川	 亮	 関谷	 理	 非常勤講師	

【課題】・各自の絹本作品及び模写作品の裏打ち実習	

	

【授業概要】各自の借り張りした日本画作品の仕上げ（表具・表装）基礎として、また薄和紙作品の保存に用いる等、

各自の制作した紙本作品と絹本作品の裏打ちをする。	

	

【学習目標】日本画の裏打ちを理解し、技能の基礎を学ぶことを求める。各自の今後の制作や作品に用いる表現技法と

しても応用できるよう習得する。	

	

【授業計画】   

１．裏打ち準備	 (糊作り、くい裂き)準備アドバイス	 非常勤講師 

２．作品裏打ち準備	 	 	 	 アドバイス	

３．裏打するもの準備	 	 	 アドバイス 

４．各自の鳥獣戯画模写作品(紙本)	  

５．紙本裏打ち指導	 	 	 	 	 	 	 ※非常勤講師 

６．紙本裏打ち（糊づけ）    各自実習	 	 	 	 アドバイス 

７．紙本裏打ち（撫で刷毛）   各自実習    アドバイス 

８．紙本裏打ち（かけ棒）    各自実習	 	 	 	 アドバイス 

９．紙本裏打ち（仮 張り）   各自実習	 	 	 	 アドバイス 

１０．	 各自の絹本長物作品（絹本）の中間下地や仕上げ用の裏打ち	

１１．絹本裏打ち指導	 	 	 	 	 	 ※非常勤講師 

１２．絹本裏打ち（水 引き）  各自実習	 	 	 	 アドバイス 

１３．絹本裏打ち（たたき刷毛） 各自実習	 	 	 	 アドバイス 

１４．絹本裏打ち（仮 張り）  各自実習	 	 	 	 アドバイス 

１５．裏打ち道具の片つけと裏打ち仕上げ         

	

・（学生準備）鳥獣戯画模写作品 １点、絹本長物作品 １点	

スケッチブック等、素描用具一式、日本画画材その他	

・（専攻準備）、ド―サ引き薄美濃紙、 藁半紙、裏打ち道具一式、麩糊、その他 

 

【成 果】鳥獣戯画模写 １点、  絹本長物作品 １点 

■成績評価の方法・基準 

□	 方法  平常点（出席と制作の取り組み）40％  成果作品の提出・評価60％ による総合評価 

□	 基準	 	 到達目標を目的として、履修規程に定める「授業科目の成績基準」に則り評価基準とする。	

■教科書・参考文献（資料）等 

□	 教科書「日本画の表現技法」日本画におけるマチエールの可能性を追求（石踊紘一・高嵜三朗 著）美術出版社 

□ テキスト プリント 「日本画・保存修復」 「琉球の絵画」西村 貞雄著 

□ 参考文献 日本画用語辞典  東京藝術大学大学院保存学日本画研究室編 東京美術出版  
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科ĐFード 授業科Đ名 �nØ・学期 �ŉ年ò 授業�{ Ð¿教�名  

21411 日本画� 1	�n œ年 ４ 実技 

平® Ķñ 

ũ²  b 

şŋ  Ć 

Ť常�ŉµ 

Ť常�ŉµ 

Ť常�ŉµ 

	

■授業îŀ 

卒業制作に向けて、各自のテーマ・表現方法を探究し、独創的で完成度のある作品表現を目標に、卒業制作展発表

を前提として制作する。担当教員の実務経験を背景にした指導により、社会での作品発表を念頭に置いた具体的な展

示計画の立案など実践的な方法論を学ぶ。	

■学習Đï 
 自らのテーマを高い造形性をもって制作することを目標とし、卒業制作では、完成度の高さを追究する。	

■授業計画・方法 
Ɓ�期Ƃ  �業制作に�け0、各自のテーマ・表現方法をÒ究'、制作研究をĻ�� 

●制作Ⅰ	 各自のテーマを基に	 	 	 １００号程度	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 第１回	 	 課題説明	 取材・写生	 制作準備	

	 第２回	 	 下図研究	 各自のテーマの創出(テーマに沿った素材の選択、技法の研究)	 	

	 第３回	 	 ↓制作	 下地について個別指導(外部での展示における安全面、経年変化への耐久性について)	 	 	

	 第４回	 	 ↓制作	 技法について個別指導(テーマ、各自の独創性の創出を念頭に指導)	

	 第５回	 	 ↓制作		作品コンセプトをもとに中間講評(作品の完成に向けて再度制作計画の立案)				

	 第６回	 	 ↓制作	 完成度と密度について個別指導	

	 第７回	 	 講評	 	 	

●制作Ⅱ	 各自のテーマを基に	 	 	 １００号程度	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 第８回	 	 課題説明	 取材・写生	 制作準備	

	 第９回	 	 下図研究	 各自のテーマの創出(テーマに沿った素材の選択、技法の研究)	

	 第１０回	 ↓制作	 下地について個別指導(外部での展示における安全面、経年変化への耐久性について)	 	 	 	

	 第１１回	 ↓制作	 技法について個別指導(テーマ、各自の独創性の創出を念頭に指導)	

	 第１２回	 ↓制作		作品コンセプトをもとに中間講評(作品の完成に向けて再度制作計画の立案)				

	 第１３回	 ↓制作	 完成度と密度について個別指導	

	 第１４回	 ↓制作	

第１５回	 講評	 	 	

●卒業制作ディスカッション１	 テーマについて作品コンセプトを担当教員とディスカッション	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

●卒業制作ディスカッション２	 テーマ・サイズについて担当教員とディスカッション（９月初旬）	

●卒業制作下図研究	 ディスカッション後、授業外での課題として複数枚の卒業制作下図、ドローイングの制作、

提出	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （９月中旬）	

●卒業制作準備	 パネル等基底材、紙類等の準備	 	 	 	 	 	 （９月下旬）	

	 	 	 	 	 	 	 	 地塗り等、各自制作の準備	

	

ƁÃ期Ƃ  各自のテーマをú�&*、ŔÀ表現と'0ĕĜを�り、�業制作に取り組8� 

●卒業制作	 	 	 １５０号～２００号程度	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （後期	 第１回～第１５回）	

●技法研究	 各自の制作内容に応じて適宜個別指導	

中間講評１	 前半の段階での進捗状況をみて、講評・指導を行う。	 	 	 	 （後期	 第５回）	

中間講評２	 外部の非常勤講師による講評・講義・技法指導を行う。	 	 	 （後期	 第８回）	

中間講評３	 提出に向けて、完成度等、講評・指導を行う。	 	 	 	 	 	 	 （後期	 第１３回）	

�業作品提出  

卒業制作展準備	 	 	 展示に向けて、会場設営、展示作業等を行う。	 	 	 	

�業制作ŉ評	 	 	 	 会期内、会場において、卒業制作の講評を行う。	 	 （後期	 展示期間中）	

	

■修上のČÊ点（授業以外の学習方法を含む）	

学内・外における発表について、その成果を問い、評価する。	

	

■成績評価の方法・基準 
□	方法	 平常点（制作への取組）30%、成果物70%による総合評価	

〈成果物〉前期作品２点以上、後期卒業制作１点。複数枚の制作下図、ドローイング。	

□	基準	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

 

■参考文献（作品Ţ、資料、美術È¡等）ŗ©Ĥd 
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【実習名】	制作Ⅰ:写真撮影・スケッチ等による取材を基にしたドローイング研究 

【期 間】 10月１日(火)〜10月30日(水)	

【教 室】 油画１年実習室 

【担 当】	髙﨑	賀朗、非常勤講師 

【課 題】 「ͩƫ、öƪなdにEるɏ=なƣ́やˆのƃにǇがるΒȥ、ĕにȧらすåやķʔ、ŋåや地ųなd、こ}	

らの自己を取りƻM環境とのĀや記Ǯなdを手Ȃかりとして、自己と環境について探究するための写真撮影・スケ	

ッチ等による取材を基にした̚ȑȻのドローイングによる作品制作を行いなさい。」	

制作条件	

・制作テーマ：「自己と環境について」	 ・表現手法：ドローイング	

・制作期間：10/１（火）〜10/29（火）	

・写真のプリント�イ�は、«�キ�イ�〜A3�イ�までとし、プリントȻȑは各自のǠ̜Ȼȑとする。	

・ドローイングの制作Ȼȑは平面的なŸ合は２０θ３０Ȼ程ǉ。̚合的または立ø的な作品に展開するŸ合はそのͼり

ではない。	

【授業概要】 (テーマ)	自己を取りƻM環境とのĀや記Ǯなdからɳかび上がるɏ=なÞ́について写真撮影・ス	

ケッチ等による取材により観ơ・記ͳを行い、そ}を基に˘を素材とした̚ȑȻのドローイング制作を行うなかで自	

己と環境について探究することを試みる。ディスカッションでは、制作意図を整理しąåの発想に基`いた絵画表現	

へのアプローチについてâǫを重gることにより絵画表現(映像メディア表現含む)への認識を深め発想力を養う。	

【到達目標】  

・作品制作を通して絵画表現（映像メディア表現含む）について認識を深め発想力を養うことができる。 

・制作意図を整理することができ、作品制作について実験的かつ積極的に探究することができる。	

・論理的に口頭での発表や記述を行うことができ、他者とのコミュニケーションを円滑に行うことができる。	

【授業計画・方法】	

1.�イ�ンス、Ȑ室準備、取材	

2.制作Ⅰ：写真撮影・スケッチ等による取材	

3.制作Ⅰ：写真・スケッチ等によるディスカッション	

4.制作Ⅰ：ドローイング制作、発想及び構想計画	

5.制作Ⅰ：ドローイング制作、コンセプトの立案、イメージ	

6.制作Ⅰ：ドローイング制作、構図,構成	

7.制作Ⅰ：ドローイング制作、素材	

8.制作Ⅰ：ドローイング制作、技法	

9.制作Ⅰ：ドローイング制作、イメージ,構図,構成,素材,技法によるディスカッション	

10.制作Ⅰ：ドローイング制作、イメージの応用と展開	

11.制作Ⅰ：ドローイング制作、構図・構成の応用と展開	

12.制作Ⅰ：制作Ⅰ：ドローイング制作、素材の応用と展開	

13.制作Ⅰ：制作Ⅰ：ドローイング制作、技法の応用と展開	

14.制作Ⅰ：制作Ⅰ：ドローイング制作、仕上げ	

15.制作Ⅰ：制作Ⅰ：ディスカッション、コメントペーパー及び作品提出 
※定期試験は実施しない。	

【成果物】制作Ⅰドローイング作品。作品ȑは２０θ３０Ȼ程ǉ（用˘�イ�：ï意、ƁǒŒ）、̚ 合的または立ø的な

作品に展開するŸ合はそのͼりではない。	

【評価の方法・基準】 

 □方法 成果作品60％、平常点（授業への取り組み状況）20％、コメントペーパー20％により総合的に評価する。 

 □基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

【テキスト・参考文献（資料）等】 

 □ テキスト 授業内にプリント「用語について」を配布する。	

 □ 参考文献、参考資料	 『アーティスト・マニュアル』STAN	SMITH,PROFESSOR	H.F.TEN	HOLT	監修,黒江光彦,向井周

太郎,徳橋昭三,川島重治,高橋揚一,桜庭祐介	訳,メルヘン社,1987年	

油画Ⅰ 
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【実習名】 制作Ⅱ：制作Ⅰ（ドローイング）の展開による油彩研究 

【期 間】 11月5日(火)〜1月27日(月)	 下地実習、凸版実習の期間を含む。	

【教 室】 油画１年実習室 

【担 当】 髙﨑	賀朗、非常勤講師 

【課 題】 「制作Ⅰテーマ「自己と環境について」のドローイング制作から発見したことについて、自身の発想によ	

り展開した作品を制作しなさい。」	

	 制作条件	

・作品タイトルは各自で設定する。	 ・表現手法：平面表現（油彩）	

・制作Ⅱ-Ａ：エスキース・油彩（Ｆ３０号）,制作期間：11/15(金)〜12/6(金)	

・制作Ⅱ-Ｂ：エスキース・油彩（Ｆ５０号）,制作期間：1/6(月)〜1/24(金)	

 

【授業概要】 (テーマ)	「制作Ⅱ：油彩研究」では「制作Ⅰ:写真撮影・スケッチ等による取材を基にしたドローイ	

ング研究」により発見したことについて、自身の発想により展開した作品制作を行い絵画表現（映像メディア表現含	

む）への認識を深め発想力を養う。下地実習で制作したエマルジョン地（半油性地）キャンバスに「制作Ⅱ」油彩制	

作を行うことにより他の下地（油性地）キャンバス等との油絵具や画溶液の吸収性の違いや描画効果等について実践	

的な比較検討を行いその違いについて理解する。また、油画基礎材料講義では油画材料の基礎知識を修得する。	

【到達目標】  

・作品制作を通して絵画表現（映像メディア表現含む）について認識を深め発想力を養うことができる。 

・制作意図を整理することができ、作品制作について実験的かつ積極的に探究することができる。	

・論理的に口頭での発表や記述を行うことができ、他者とのコミュニケーションを円滑に行うことができる。	

【授業計画・方法】	

1.下地実習：エマルジョン地キャンバス制作、準備、制作工程説明、布断裁、水洗、前膠１	

2.下地実習：エマルジョン地キャンバス制作、布張り、前膠２、エマルジョン地作り	

3.下地実習：エマルジョン地キャンバス制作、エマルジョン地塗布１層〜３層、完成	

4.制作Ⅱ-Ａ：油彩制作（Ｆ３０号）、発想及び構想計画、エスキース	

5.制作Ⅱ-Ａ：油彩制作（Ｆ３０号）、コンセプトの立案、油画基礎材料講義	

6.制作Ⅱ-Ａ：油彩制作（Ｆ３０号）制作途中作品の中間ディスカッション	

7.制作Ⅱ-Ａ：油彩制作（Ｆ３０号）、素材と技法の応用、展開、仕上げ,完成	

8.凸版実習：水性多色摺り木版画制作、準備、エスキース、制作工程説明（※凸版実習詳細は次ページに記載。）	

9.凸版実習：水性多色摺り木版画制作、彫り、試し摺り	

10.凸版実習：水性多色摺り木版画制作、本摺り、仕上げ、ディスカッション、作品提出	

11.制作Ⅱ-Ａ：油彩制作（Ｆ３０号）、ディスカッション、作品提出(1/6)	

12.制作Ⅱ-Ｂ：油彩制作（Ｆ５０号）、発想及び構想計画、エスキース、コンセプトの立案 

13.制作Ⅱ-Ｂ：油彩制作（Ｆ５０号）、制作途中作品の中間ディスカッション	

14.制作Ⅱ-Ｂ：油彩制作（Ｆ５０号）、素材と技法の応用、展開、仕上げ,完成	

15.制作Ⅱ-Ｂ：油彩制作（Ｆ５０号）、ディスカッション、コメントペーパー及び作品提出(1/27)	

※定期試験は実施しない。	

【成果物】 エマルジョン地（半油性地）キャンバス、制作Ⅱ-Ａ：エスキース・油彩作品（Ｆ３０号）、制作Ⅱ-Ｂ：エ

スキース・油彩作品（Ｆ５０号）	

【評価の方法・基準】 

 □方法 成果作品60％、平常点（授業への取り組み状況）20％、コメントペーパー20％により総合的に評価する。 

 □基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

【テキスト・参考文献（資料）等】 

 □ テキスト 授業内にプリント「用語について」「油画基礎材料テキスト」「膠について」「地塗りについて」「下地研

究：エマルジョン地」を配布する。	

 □ 参考文献、参考資料	 『絵具の科学』ホルベイン工業（株）,中央公論美術出版,平成四年	三版、『アーティスト・

マニュアル』STAN	SMITH,PROFESSOR	H.F.TEN	HOLT	監修,黒江光彦,向井周太郎,徳橋昭三,川島重治,高橋揚一,桜庭祐介	

訳,メルヘン社,1987年	
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【実習名】 制作Ⅱ：制作Ⅰ（ドローイング）の展開による油彩研究 

【期 間】 11月5日(火)〜1月27日(月)	 下地実習、凸版実習の期間を含む。	

【教 室】 油画１年実習室 

【担 当】 髙﨑	賀朗、非常勤講師 

【課 題】 「制作Ⅰテーマ「自己と環境について」のドローイング制作から発見したことについて、自身の発想によ	

り展開した作品を制作しなさい。」	

	 制作条件	

・作品タイトルは各自で設定する。	 ・表現手法：平面表現（油彩）	

・制作Ⅱ-Ａ：エスキース・油彩（Ｆ３０号）,制作期間：11/15(金)〜12/6(金)	

・制作Ⅱ-Ｂ：エスキース・油彩（Ｆ５０号）,制作期間：1/6(月)〜1/24(金)	

 

【授業概要】 (テーマ)	「制作Ⅱ：油彩研究」では「制作Ⅰ:写真撮影・スケッチ等による取材を基にしたドローイ	

ング研究」により発見したことについて、自身の発想により展開した作品制作を行い絵画表現（映像メディア表現含	

む）への認識を深め発想力を養う。下地実習で制作したエマルジョン地（半油性地）キャンバスに「制作Ⅱ」油彩制	

作を行うことにより他の下地（油性地）キャンバス等との油絵具や画溶液の吸収性の違いや描画効果等について実践	

的な比較検討を行いその違いについて理解する。また、油画基礎材料講義では油画材料の基礎知識を修得する。	

【到達目標】  

・作品制作を通して絵画表現（映像メディア表現含む）について認識を深め発想力を養うことができる。 

・制作意図を整理することができ、作品制作について実験的かつ積極的に探究することができる。	

・論理的に口頭での発表や記述を行うことができ、他者とのコミュニケーションを円滑に行うことができる。	

【授業計画・方法】	

1.下地実習：エマルジョン地キャンバス制作、準備、制作工程説明、布断裁、水洗、前膠１	

2.下地実習：エマルジョン地キャンバス制作、布張り、前膠２、エマルジョン地作り	

3.下地実習：エマルジョン地キャンバス制作、エマルジョン地塗布１層〜３層、完成	

4.制作Ⅱ-Ａ：油彩制作（Ｆ３０号）、発想及び構想計画、エスキース	

5.制作Ⅱ-Ａ：油彩制作（Ｆ３０号）、コンセプトの立案、油画基礎材料講義	

6.制作Ⅱ-Ａ：油彩制作（Ｆ３０号）制作途中作品の中間ディスカッション	

7.制作Ⅱ-Ａ：油彩制作（Ｆ３０号）、素材と技法の応用、展開、仕上げ,完成	

8.凸版実習：水性多色摺り木版画制作、準備、エスキース、制作工程説明（※凸版実習詳細は次ページに記載。）	

9.凸版実習：水性多色摺り木版画制作、彫り、試し摺り	

10.凸版実習：水性多色摺り木版画制作、本摺り、仕上げ、ディスカッション、作品提出	

11.制作Ⅱ-Ａ：油彩制作（Ｆ３０号）、ディスカッション、作品提出(1/6)	

12.制作Ⅱ-Ｂ：油彩制作（Ｆ５０号）、発想及び構想計画、エスキース、コンセプトの立案 

13.制作Ⅱ-Ｂ：油彩制作（Ｆ５０号）、制作途中作品の中間ディスカッション	

14.制作Ⅱ-Ｂ：油彩制作（Ｆ５０号）、素材と技法の応用、展開、仕上げ,完成	

15.制作Ⅱ-Ｂ：油彩制作（Ｆ５０号）、ディスカッション、コメントペーパー及び作品提出(1/27)	

※定期試験は実施しない。	

【成果物】 エマルジョン地（半油性地）キャンバス、制作Ⅱ-Ａ：エスキース・油彩作品（Ｆ３０号）、制作Ⅱ-Ｂ：エ

スキース・油彩作品（Ｆ５０号）	

【評価の方法・基準】 

 □方法 成果作品60％、平常点（授業への取り組み状況）20％、コメントペーパー20％により総合的に評価する。 

 □基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

【テキスト・参考文献（資料）等】 

 □ テキスト 授業内にプリント「用語について」「油画基礎材料テキスト」「膠について」「地塗りについて」「下地研

究：エマルジョン地」を配布する。	

 □ 参考文献、参考資料	 『絵具の科学』ホルベイン工業（株）,中央公論美術出版,平成四年	三版、『アーティスト・

マニュアル』STAN	SMITH,PROFESSOR	H.F.TEN	HOLT	監修,黒江光彦,向井周太郎,徳橋昭三,川島重治,高橋揚一,桜庭祐介	

訳,メルヘン社,1987年	
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【実習名】 制作Ⅱ	 ：	 現代美術演習	

【期 間】	6月18日(火)～	 7月5日(金)	

【教 室】 油画2年実習室  

【担 当】 知花	 均、金城	 徹、非常勤講師 

【課 題】 現代美術演習－日常の紙を使って作品化できないだろうか。 

・プラクティス1：	 A3サイズ	 1000枚の「紙」を使って作品化の状況を写真記録する。(もしくはビデオで)	

ペアで取り組むことによる利点もあるので検討する。	

・プラクティス2：	 クラスでのワークショップ。資料館第一展示室での規模の大きなプランニングによる。	

	 ※詳細は別紙を参照。	

【授業概要】(テーマ)日常の紙を使って作品化できないだろうか。	

日常的に見られる素材の中から「紙」を使って実習を行います。私たちは、事物世界に自己の感覚を問いかけるとき、

身辺に例えばそれを「紙」と名指したときに、そのモノへの対し方(認識、扱い方、感情)に、ある種の社会通念をもっ

て対する傾向があることに気付くのではないだろうか。言わばモノに対して、名称化された世界の中で制約を受けなが

ら、感じ、認識し、接触しているのではないかと。この実習では名称化された世界を疑うこと、モノやその状況に対し

自己の知覚を開放することを通して、新たな気づきを捉えていくことができるかを共に考えていきたい。名称性を乗り

越え物質を介して、場や事物世界との新たな出会いの可能性を知覚に問いかける授業としたい。	

【到達目標】  

・物質的な特性、身体との関連、他の物質との組み合わせや場との関係性から作品化し、記録することができる。	

・演習の趣旨を理解し、応用表現を構想することができる。物質を介して場（空間）をあるいは他の物質との関係か	

ら作品化することができる。	

【授業計画・方法】 

1. 導入	 	スライド	日本の70年代における現代美術の問題意識について（作家の言葉から）	 	

2. 							DVD	「リーウーファン」	 ディスカッション	

3. 「紙」によるワークショップ	 	 	

4. 	 	 プラクティス1；個々の取り組み。作品の設置、状況を写真で記録する。(もしくはビデオで)	 	

5. 	 	 	 	 	 	 	 	 	 身体との関係、場との関係、他の物質との関係から自身で実践と記録1	

6. 	 	 自身の実践と記録2	

7. 				写真記録の報告会	 ディスカッション	

8. 	 	 場との関係から実践と記録1	

9. 				自身の実践と記録2	

10. 	 	 写真記録の報告会	 ディスカッション	

11. 	 全員によるワークショップ	 芸術資料館展示室にて								1	

12. 	 	 ロール紙全紙大	 50枚によるもの、新聞紙によるもの。2	

13. 	 写真記録と制作プランのスケッチ、ノート	

14. 	 	 ドローイング	

15. 	 ワークショップのポートフォリオ制作	

16. 	 自己評価書の作成	

【成果物】  

・プラクティス1とプラクティス２による記録写真と制作ノート（ポートフォリオへ）	

・プラクティス1,	プラクティス2に基づくドローイング	 1点	 	

・応用表現のためのドローイング	 1点	

・自己評価書	

【評価の方法・基準】 

□方法	 	 ポートフォリオ・ドローイング	 	 60％	 	 平常点	 20％	 	 自己評価書	 20％	

□基準	 	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

【テキスト・参考文献（資料）等】 

□テキスト	 	 プリント「現代美術演習	 紙で遊ぶ」	

□参考文献	 	 『榎倉康二展』展覧会カタログ2005年東京都現代美術館、『榎倉康二作品集1969-1989』博進堂	

	 	 	 	 	 	 	 	 『陰影礼賛』谷崎潤一郎著、『日本人にとって美しさとは何か』高階秀爾著	 	
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【実習名】	制作4	 ：	 ĩʣ・�ラグラフによる実習 

【期 間】	7月σ日(月)I	 7月２ρ日(金)	

【教 室】	ʣ画ǂǾ 

【担 当】 知花	 均、金城	 徹 

【課 題】 Έʣ画、�ラグラフの基ˉ実習 

【授業概要】 

űʣ種の中のĩʣǞǚおよs�ラグラフの基ˉ実習を行います。芸術表現としてのĩʣのʣ材は金ƸɆにΔら]ȽɆ、

プラスチックɆ、Ő紙なkにĩʣのő理にǧってĻ意ǂƓすることが可能ですが、実習では 1π世˧のÈーロッ´に͛

ʌをもつΈʣ画Ȃ法からʽĵ法(ドライポイント)と̢̏法(�ッチング)による̬ʣȂ法とĴりにいたる基ˉ実習を行い

ます。また、�ラグラフは20世˧にʷ場したʣȂ法ですがŐ紙やƆビɆなkのʣ材に�ラー�ÅのȀ法で物質を͕り̬

ʣするもので、フロッター�ÅやĩĨʣĴりなkとの関連をƠs、応用表現をƠsます。	

このxか現代のĩʣ表現の˯介、Χ̨の基ˉ知識と方法、�ディションˡ理、作品のĊˡ方法についてƠsます。	 	 	 	

【到達目標】  

・Έʣ画の特性とğ、材料、̢̏ʄの扱いを理解し、ʽĵ法、̢̏法によるΈʣ画を制作することができる。	

・�ラグラフの特性を理解し、̓作することができる。	

	

【授業計画・方法】 

1. 導入	 	 ĩʣǞǚの特性について	 参考作品の˯介	

2. Έʣ画のプÌートの準Ē：̧ȥ、̩ɥめ、プÌートマーク作り、ˆ 	̍

3. ʽĵ法のデモンストÌーション(ドライポイント、�ングÌービング、Â¤チント)	

4. 	 š自、ʽĵ法による制作：ドライポイントによる̬ʣ(ニードル、サンドペー´ー)	

5. 	 Ĵりの指導、š自の̓Ĵり、本Ĵり	

6. ̢̏法によるテストプÌート制作：̢̏による̬ʣのő理、̢̏ʄのˡ理・取り扱いについて	 	

7. 	 ライン�ッチング、アクアチント	

8. 	 £フトグランド�ッチング、リフトグランド�ッチング	 他	 	 ̓Ĵり	

9. š自の作品制作(ʽĵȂ法、̢̏法を使っての制作)：Ö˵作成と̬ʣのプランニング	 個別指導	

10. 	 Ö˵と̬ʣのプランニング指導	

11. 	 ̬ʣ、̓Ĵり、本Ĵり	

12. �ラグラフ制作	 ̬ʣのデモンストÌーション	 Ĵりの実演	

13. 	 š自の制作：ʣ作り	 素材集め	 	 ̬ʣ	 	 Ĵり(ĨʣĴり、ĩĨʣĴり)	

14. 芸術資料館のʣ画Ř̠作品のΑ覧	 	 	

15. カルトン作り	 	 実習作品のΌ͙会	 	 作品Ȕ出	 	 ʢづけ	

 

【成果物】  

・Έʣ画の作品(ドライポイント、�ッチング)	

・�ラグラフの作品(ĨʣĴり、ĩĨʣţȲĴり)	

 

【評価の方法・基準】 

�方法  作品	 60％	 	 平常点	 30％	 	 自己評価書	 10	 ％	

�基準  到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

 

【テキスト・参考文献（�®）等】 

	 □テキスト	 	 プリント「ĩʣ実習」、「平ʣ実習」	

	 □参考文献	 	 『ʣ画Ş解ĸ0ɦ倉Εから�ー�Äン0』γ崎Ǣ著	 ΒͿ出ʣɐǚ会社	 他。	

	 	 	 	 	 	 	 	 『中ɈǮ̕の̢̏Έʣ画』アートテクニック®ウ15	 ɴ出書Ǿ新社	

	 	 	 	 	 	 	 	 『"A"�A東̮éʀのɺ』東京芸術大Ơʣ画ˆ˖室˻集	 東京新聞ʶ行	

	 	 	 	 	 	 	 	 『ʣ画芸術のέƧケ°スϒタイラーとǃŅたち1963-1992』ɠʁ美術館Ơ芸Ϳ	

	 	 	 	 	 	 	 	 『ʣ画ͨĠ』室øŮ郎、『現代ʣ画�Ìクター事Ġ』谷ǀĜÞ	

□参考資料	 	 谷ǀʕ、ʅɳǐΛ、΄ʯŮà、ʈƅ˧Ɯ、中ɈǮ̕、őĐ、フランクステラ、Ơʬ作品	
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【実習名】	制作4	 ：	 ĩʣ・�ラグラフによる実習 

【期 間】	7月σ日(月)I	 7月２ρ日(金)	

【教 室】	ʣ画ǂǾ 

【担 当】 知花	 均、金城	 徹 

【課 題】 Έʣ画、�ラグラフの基ˉ実習 

【授業概要】 

űʣ種の中のĩʣǞǚおよs�ラグラフの基ˉ実習を行います。芸術表現としてのĩʣのʣ材は金ƸɆにΔら]ȽɆ、

プラスチックɆ、Ő紙なkにĩʣのő理にǧってĻ意ǂƓすることが可能ですが、実習では 1π世˧のÈーロッ´に͛

ʌをもつΈʣ画Ȃ法からʽĵ法(ドライポイント)と̢̏法(�ッチング)による̬ʣȂ法とĴりにいたる基ˉ実習を行い

ます。また、�ラグラフは20世˧にʷ場したʣȂ法ですがŐ紙やƆビɆなkのʣ材に�ラー�ÅのȀ法で物質を͕り̬

ʣするもので、フロッター�ÅやĩĨʣĴりなkとの関連をƠs、応用表現をƠsます。	

このxか現代のĩʣ表現の˯介、Χ̨の基ˉ知識と方法、�ディションˡ理、作品のĊˡ方法についてƠsます。	 	 	 	

【到達目標】  

・Έʣ画の特性とğ、材料、̢̏ʄの扱いを理解し、ʽĵ法、̢̏法によるΈʣ画を制作することができる。	

・�ラグラフの特性を理解し、̓作することができる。	

	

【授業計画・方法】 

1. 導入	 	 ĩʣǞǚの特性について	 参考作品の˯介	

2. Έʣ画のプÌートの準Ē：̧ȥ、̩ɥめ、プÌートマーク作り、ˆ 	̍

3. ʽĵ法のデモンストÌーション(ドライポイント、�ングÌービング、Â¤チント)	

4. 	 š自、ʽĵ法による制作：ドライポイントによる̬ʣ(ニードル、サンドペー´ー)	

5. 	 Ĵりの指導、š自の̓Ĵり、本Ĵり	

6. ̢̏法によるテストプÌート制作：̢̏による̬ʣのő理、̢̏ʄのˡ理・取り扱いについて	 	

7. 	 ライン�ッチング、アクアチント	

8. 	 £フトグランド�ッチング、リフトグランド�ッチング	 他	 	 ̓Ĵり	

9. š自の作品制作(ʽĵȂ法、̢̏法を使っての制作)：Ö˵作成と̬ʣのプランニング	 個別指導	

10. 	 Ö˵と̬ʣのプランニング指導	

11. 	 ̬ʣ、̓Ĵり、本Ĵり	

12. �ラグラフ制作	 ̬ʣのデモンストÌーション	 Ĵりの実演	

13. 	 š自の制作：ʣ作り	 素材集め	 	 ̬ʣ	 	 Ĵり(ĨʣĴり、ĩĨʣĴり)	

14. 芸術資料館のʣ画Ř̠作品のΑ覧	 	 	

15. カルトン作り	 	 実習作品のΌ͙会	 	 作品Ȕ出	 	 ʢづけ	

 

【成果物】  

・Έʣ画の作品(ドライポイント、�ッチング)	

・�ラグラフの作品(ĨʣĴり、ĩĨʣţȲĴり)	

 

【評価の方法・基準】 

�方法  作品	 60％	 	 平常点	 30％	 	 自己評価書	 10	 ％	

�基準  到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

 

【テキスト・参考文献（�®）等】 

	 □テキスト	 	 プリント「ĩʣ実習」、「平ʣ実習」	

	 □参考文献	 	 『ʣ画Ş解ĸ0ɦ倉Εから�ー�Äン0』γ崎Ǣ著	 ΒͿ出ʣɐǚ会社	 他。	

	 	 	 	 	 	 	 	 『中ɈǮ̕の̢̏Έʣ画』アートテクニック®ウ15	 ɴ出書Ǿ新社	

	 	 	 	 	 	 	 	 『"A"�A東̮éʀのɺ』東京芸術大Ơʣ画ˆ˖室˻集	 東京新聞ʶ行	

	 	 	 	 	 	 	 	 『ʣ画芸術のέƧケ°スϒタイラーとǃŅたち1963-1992』ɠʁ美術館Ơ芸Ϳ	

	 	 	 	 	 	 	 	 『ʣ画ͨĠ』室øŮ郎、『現代ʣ画�Ìクター事Ġ』谷ǀĜÞ	

□参考資料	 	 谷ǀʕ、ʅɳǐΛ、΄ʯŮà、ʈƅ˧Ɯ、中ɈǮ̕、őĐ、フランクステラ、Ơʬ作品	
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【実習名】 制作5	 ̭ȟの平ΠのÚ置関係およs場(空間)に設置することによるプラクティス 

【期 間】��月1日(火)I10月29日(火)	

【教 室】 油画2年実習室	  

【担 当】 知花	 均	 	 金城	 徹	 	 非常勤講師 

【課 題】̭ȟの平ΠのÚ置関係およs場(空間)に設置することによる応用͊題演習	

・プラクティスA；合Ɇによる作品（合ɆのĽǂ、設置場ǿ、他の材料との組み合わせは自ʰ）合ɆÔĝį一枚	

・プラクティス�；自身でșった̭ȟの写真をÚ置して作品化する。5点	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真は�¶ーɣでȈ大するなkĽǂは自ʰ。	

・š自のテーマによるプランニングを作成する。（平Π性に基づくこと）	

【授業概要】 (テーマ)	̭ȟの平ΠのÚ置およs場(空間)に設置によることによる応用͊題演習 

	 	 	 ̭ȟの平ΠのÚ置およs̭ȟの平Πを場(空間)に設置する関係性から平Π表現をȑɯする応用͊題演習とします。

平Π表現をǁって「関係性」や「設置」を考Ƭするこの演習は、平Π表現と平Πを空間へ展開するインスタÌーション

との関連性をȊち、ɝ々な応用表現を考ƬするƖɣとなります。二つのプラクティスを設け、Øえられた制約の中で̓

行される作品から考Ƭしていきます。	

【到達目標】  

・̭ȟの平ΠのÚ置や空間に設置することによる表現の意̆や応用のǍを理解できる。	

・͊題を実践し、表現のǍをǒUることができる。	

・͊題作品の展示とディスカッションを通じて自身の考ƬをȊち、自己評価書に記ͦすることができる。	

・応用表現として̭ȟの平Πの関係性およs場に設置することによる作品制作のプランニングをすることができる。	

【授業計画・方法】 

1. 導入	 スライド・ÌクチÄー	 	 	

2. デモンストÌーション：	 「合Ɇと紙を使って」	 芸術資料館	 第2展示室(10�3-4	 Ňǥ)	

3. プラクティスA	 	

4. プラクティスA	 の個別制作	 	

5. 	 ディスカッション	 	

6. プラクティス�	 	

7. プラクティス�	 の個別制作	 	

8. 	 作品設置	 	 ディスカッション	

9. 応用表現のプランニング	 	

10. 	 個別指導	

11. 応用表現の�スキース	

12. 	 制作	 	

13. 	 制作	 	

14. 	 作品展示(芸術資料館もしくはŹÖワークスペースにて)	 ディスカッション	

��� 	 自己評価書の作成、作品の写真ș影	 ポートフォリオȔ出	  

【成果物】  

・プラクティスA；自身でșった写真を使い二枚組による作品	 5点	

・プラクティス�；二枚の合Ɇによる作品（合Ɇの扱いや設置場ǿは自ʰ）	

・自Üテーマによる制作のためのプランニング	

【評価の方法・基準】 

□方法	 	 成Ɋ物	 60％	 	 平常点	 30％	 	 自己評価書	 10％	

□基準	 	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

【テキスト・参考文献（�®）等】   

 □テキスト	 	 プリント「平Πの関係性による表現について」	

	 □参考資料	 	 現代作家（ロ³ート・ラウシ�ン³ーグ、デÐィッドϒ½ックニー、��ニファー・³ートÌット他）	

	 □参考文献	 	 『榎倉康二・写真のï事』（ɅƴƜɮɡ 	˻ Ȣ̡記念ǀś現代美術館	 1994年） 
『ʆ成˦』(ơ΄ͽ一、ΝŶ社)、『現代美術º』（Ôèʏ、文Ǡ社）他。	
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【実習名】 制作6	 進˫展へ向けたš自の平Π表現 

【期 間】	11月18日(月)I1月24日(金)	

【教 室】 油画二年ʬ実習室	 	

【担 当】 知花	 均、金城	 徹、非常勤講師 

【課 題】 自Üテーマによる平Π制作	  

 

【授業概要】 （テーマ）Ü体的な平Π表現	

	 進˫展へ向けたš自のÜ体的な平Π制作を実Ȩします。これまでの実習で取り組�だ成Ɋや͊題、あるいは自己の	

平Π表現をˇかめるためにǬ̯なȀ法や材料を通して、š自のÜ体的な制作をɯめます。自ら作品の構想を˼り、制	

作ͷ程（˂想、構想を˼ること、�スキース、̓作、本制作）を˲ίすることにあります。Ü体的に平Π表現に取り	

組むことを通して表現̉としての˂ˁ点や作品をʶċすることを実践的˲ίを˕むことにあります。指導はチÅート	

リアル(個別、クラス)で行うこととし、制作ͷ程のšɪ階、˲ͷを見ながら指導ľ言を行います。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	

【到達目標】  

・作品制作の構想を˼り、š自の制作プロ¡ス（取材や材料Ř集、ドローイングから作品をƢ成させるまで）を構 	s

し、作品制作に取り組むことができる。	

・作品制作のnらいやŀɣなk、Ļ作の文̎を�Âントすることができる。	

・制作の記録や制作ノートをとることができる。作品ʶ表を通してɝ々な観点から͊題を見つけることができる。	

	

【授業計画・方法】 	

1. 導入	 	 スライドÌクチÄー、参考文献の˯介	 進˫展のスペースについて	

2. 作品制作のプランニングのディスカッション	

3. プランに関するチÅートリアルȼ間	 （個別、クラス）指導ポイントは別紙参照。	

4. プランに関するチÅートリアルȼ間、（1Ų目指導ǥ、2Ų目制作プランをˇ認する）	

5. ドローイング制作	 	

6. 取材・ドローイング制作	

7. �スキースをéえた中間のクラスディスカッション				本制作の準Ē	

8. Ʋ品による̓作	

9. 本制作の準Ē	

10. 制作	

11. 制作	

12. 制作	

13. 作品のȔ出	 	 クラスディスカッション	 	 	 	 	

14. ポートフォリオ制作、Ȕ出	

15. 進˫展での作品展示・ポートフォリオの展示、ディスカッション	 	

	

【成果物】  

・進˫展での平Π作品（ドローイングをŦむ）	

	

【評価の方法・基準】 

□方法	 	 作品	 60％	 	 平常点	 20％	 	 自己評価書	 	 20％	

□基準	 	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

	

【テキスト・参考文献（�®）等】  

 □テキスト	 	 知花資料A美術ȀǊ2004年7月ş『ŋのęにかYすAƇ界Bのシル�ット』知花均	 β見Ȯǟ文B	 	

『½ル»イン画家たちの美術Ş』)-,ÕでのΑ覧可能。美術ȀǊ2003年2月から2009年まで連ͦ。	

この連ͦはŴĢのȹ名ʝ名問わ]ŴĢƎでɾ͡する美術家を取材した連ͦ�ッ¡イ	

 □参考文献	 	 『意ŪのɊてへのȩ』ơ΄ͽ一著	 ΝŶ社、『芸術ϒǱ想家のラストÂッ¡ー�』˅őɻ一 	˻ フィル

Áアート社	

□参考資料	 	 「Ƈ界Ž��"A」240.200	 知花作品	 ɲ˽ʿ˚博物館ϒ美術館Ř̠品	 他 
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【実習名】 制作6	 進˫展へ向けたš自の平Π表現 

【期 間】	11月18日(月)I1月24日(金)	

【教 室】 油画二年ʬ実習室	 	

【担 当】 知花	 均、金城	 徹、非常勤講師 

【課 題】 自Üテーマによる平Π制作	  

 

【授業概要】 （テーマ）Ü体的な平Π表現	

	 進˫展へ向けたš自のÜ体的な平Π制作を実Ȩします。これまでの実習で取り組�だ成Ɋや͊題、あるいは自己の	

平Π表現をˇかめるためにǬ̯なȀ法や材料を通して、š自のÜ体的な制作をɯめます。自ら作品の構想を˼り、制	

作ͷ程（˂想、構想を˼ること、�スキース、̓作、本制作）を˲ίすることにあります。Ü体的に平Π表現に取り	

組むことを通して表現̉としての˂ˁ点や作品をʶċすることを実践的˲ίを˕むことにあります。指導はチÅート	

リアル(個別、クラス)で行うこととし、制作ͷ程のšɪ階、˲ͷを見ながら指導ľ言を行います。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	

【到達目標】  

・作品制作の構想を˼り、š自の制作プロ¡ス（取材や材料Ř集、ドローイングから作品をƢ成させるまで）を構 	s

し、作品制作に取り組むことができる。	

・作品制作のnらいやŀɣなk、Ļ作の文̎を�Âントすることができる。	

・制作の記録や制作ノートをとることができる。作品ʶ表を通してɝ々な観点から͊題を見つけることができる。	

	

【授業計画・方法】 	

1. 導入	 	 スライドÌクチÄー、参考文献の˯介	 進˫展のスペースについて	

2. 作品制作のプランニングのディスカッション	

3. プランに関するチÅートリアルȼ間	 （個別、クラス）指導ポイントは別紙参照。	

4. プランに関するチÅートリアルȼ間、（1Ų目指導ǥ、2Ų目制作プランをˇ認する）	

5. ドローイング制作	 	

6. 取材・ドローイング制作	

7. �スキースをéえた中間のクラスディスカッション				本制作の準Ē	

8. Ʋ品による̓作	

9. 本制作の準Ē	

10. 制作	

11. 制作	

12. 制作	

13. 作品のȔ出	 	 クラスディスカッション	 	 	 	 	

14. ポートフォリオ制作、Ȕ出	

15. 進˫展での作品展示・ポートフォリオの展示、ディスカッション	 	

	

【成果物】  

・進˫展での平Π作品（ドローイングをŦむ）	

	

【評価の方法・基準】 

□方法	 	 作品	 60％	 	 平常点	 20％	 	 自己評価書	 	 20％	

□基準	 	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

	

【テキスト・参考文献（�®）等】  

 □テキスト	 	 知花資料A美術ȀǊ2004年7月ş『ŋのęにかYすAƇ界Bのシル�ット』知花均	 β見Ȯǟ文B	 	

『½ル»イン画家たちの美術Ş』)-,ÕでのΑ覧可能。美術ȀǊ2003年2月から2009年まで連ͦ。	

この連ͦはŴĢのȹ名ʝ名問わ]ŴĢƎでɾ͡する美術家を取材した連ͦ�ッ¡イ	

 □参考文献	 	 『意ŪのɊてへのȩ』ơ΄ͽ一著	 ΝŶ社、『芸術ϒǱ想家のラストÂッ¡ー�』˅őɻ一 	˻ フィル

Áアート社	

□参考資料	 	 「Ƈ界Ž��"A」240.200	 知花作品	 ɲ˽ʿ˚博物館ϒ美術館Ř̠品	 他 
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【実習名】 È°ūűⅠ（z�ーb�jÆ°） 

【期 間】	Φ月Ϊ日(月)〜５月１Ω日(金)	

【教 室】 油画Ǎćŝ`ト�c 

【担 当】 ʟ中ʱ治・非常勤講師 

【課 題】 z�ーb�jÆ°IAのūű^ƨ=G、İĄÆ°のźĻIƑśテi{viのą^Ĉ8[& 

【授業概要】 この授業では、はるか太őの現ÒåΑがɛしたɮˇž画やǆùȓɏや日本の˫ȓȤëの˨Ĭによる˶ő

ʔのʹ͆から出発し、Å�§ルドからバロッ�、ロマンɰやŃ́ɰ、現ëのǷ́表現Õ義・コンセプチュ

アルアートに̀るまでの作Ɲの素描やドローイング作品、˨ 描画なdにǂǇM̥}る。ドローイングやデ

ッ�ンの描写技術を高める手ɜとしてではなM、イメージ̀かなÒʣ観や現実ǫをĲり上げる身ø表現の

一ș法でEるとõ˲êNる。一本の˨をǏいたり、Ǐ^かいたり、kとつのȿみをにUまXること等の意

ŠをťいかN、ɏ=な˘や描画素材をü用した実習へ展開して、自ŭなドローイング表現のƌ行きとŒ˻

性を探˛する。	

【到達目標 】 

・美術のəŔの中での素描やドローイングのǘıと知識を̀かにし、現ëの絵画表現の多ɏ性とŒ˻性を理解できる。	

・素材応用研究を通して、˘と描画材の知見を̀かにし、自身のアイデンティティーにɸ^た表現ș法を身につNる。	

・等身ƅì上のドローイングƅ作にǾむことで、身ø表現としての平面制作の°ットÇー�を養う。	

・ドローイングコミュニケーション展（9月Ý定）への出品を通して、他者とのʬà理解の環境を自ら˺むÞが出ȵる。	

【授業計画・方法】 

前		半Ρ	

１	 	 授業Ɍ̜の説明、ȢòみのƟΎとなるドローイングの講評。	

２	 	 各Ȥë、各作Ɲのドローイング、素描の作品をʹ͆しながらドローイング表現の講義。	

３	 	 åø�ロッキー・デッ�ンによる��ーミングアップ。素材の応用。	

Φ	 	 い~い~な˘（水彩˘、画用˘、木ʊ˘、š˘、写真）や配布するアÂベール˘にͰˌ・木ʊ・Ž・イン�・水

性/油性色Ͱˌ・�ÅÁン・�Åパス・塗料・水彩絵の具・�ッシュ・ア�リル・エ§メルなdの描画材料をý

い素材研究をĘgながらドローイングを行う。ドローイングの技法˝介。	

５	 	 中間講評。ドローイングにする３作Ɲ®デ�のʹ͆。	

Ψ	 	 åø・Άʔ・日常のΒȥなdの描写、˨͠びなdの行ʌの΄積、Ƿ́的なイメージドローイング、́Ǟ的な図像

や一ˌ描き、ʍ意識的な̉Ȩきなdの作þをň˶に自身のアイデンティティーにɸ^た表現ș法を開ǹする。	

Ω	 	 面ȄをĘgたąħ講評	

Ϊ	 	 各=がùをdのように描いてxMと自ģらしい͇̈́と向き合Hるのか、ąħのĀ�りの中で制作を行う。	

Ϋ	 	 ドローイングコミュニケーション展出品作制作（一åアÂベール˘�Ē２Ȼのƅきさ）	

１０	 前半講評。	

Ǚ	 半Ρ	

１１	 等身ƅì上のスケールの画面にドローイングを行う。	

１２	 ž面に等身ƅì上の画面をアÂベール˘をˤいで作り、身øのķきと͝ķしたドローイングを制作する。	

１３	 画面の構成について検討。	

１Φ	 ʽʔを一ȝǌ下に出し、Ȑ室を�ャÂリー˅間にしてĒţでʬ̹のǙ、展ʸ作業を行なう。	

１５	 ディスカッション。作品の前で自作についてのプÅ�ンテーション。	

	

【成果物】 ・z�ーb�jƛ°&・z�ーb�jl��{kーm��ù参É°à（�¼ŸǌĿ） 

      ・等Ƥî¨�のz�ーb�j°àǋĿ、�xeƳƢ��ート 

 �展ʸΡ図Ȩ̅術̈́料Δにて他学年とĕřして授業ŷŞ展となるドローイングコミュニケーション展をIこ

なう。（期間は9月下ȟのÝ定）	

【評価の方法】 

	 	 	 	 ・提出ドローイング作品Ēøを評価(Ψ０％)。	

	 	 	 	 ・中間講評、ąħ講評、等身ƅì上のドローイングȤの自作プÅ�ンテーションを評価（１０％）。	

	 	 	 	 ・ドローイングコニュにケーション展中の�ャÂリートー�を評価（１０％）。	

	 	 	 	 ・®デ�ʹ͆トー�ディスカッション（１０％）。平常点を評価。（１０％）	

	 	 	 【基準】・到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

【テキスト・参考äĴ（°à）等】 

    ・テキストN授業の�HưĀ& 

	 	 	 	 ・źĦ¯ŶⅠǓ�（ƞƝŭ）、z�ーb�jのĠ法ţů（j��aviŭ）等 
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【実習名】 ƒ版実習 

【期 間】 Ψ月１Ω日(月)θΩ月５日(金)	

【教 室】 版画工ǰ（美術ɇ） 

【担 当】 髙﨑	賀朗、非常勤講師 

【課 題】ƒ版（シル�ス�リーン）による版画΄制作 

	

【授業概要】 (テーマ) ƒ版（シル�ス�リーン）は、作品制作としての版画技法にͼらW工業̙品からεシャ¢なd	

のプリント等、ǂǇMɯ用さ}ているŃī技法でvEる。実習では、ƒ版についてのəŔ・ņ理とʕǞ・作品˝介等に	

よりƒ版表現への理解を深め、作品制作を通して写真̙版法の技法・技術を習得する。各自の制作テーマによるƒ版表	

現技法をʜかしたエディション作品の制作を行う。そして、各自の制作͡程とĕřによる制作͡程を通してȩ˞的に版	

画΄としてまとめる。シート�イ�の中での自己表現とイメージをͮʝする̚ȑ性、コミュニケーションとしての版画	

΄のõ˲`Nについて˶Hる。	

 

【到達目標】  

・作品制作を通してƒ版表現のʕǞについて理解を深め写真̙版法の技法を習得できる。 

・各自の制作テーマによるƒ版表現技法をʜかしたエディション作品の制作ができる。	

・各自の制作͡程とĕřによる制作͡程を通してȩ˞的に版画΄としてまとめることができる。	

	

【授業計画・方法】 

1.	�イ�ンス、版画室準備、ス�リーンの準備、エスキース制作	

2.	講義「シル�ス�リーンのəŔ・ņ理とʕǞ・作品˝介」、ņ画用˘配布	

3.	描画説明（テスト版）、ņ画制作描画説明（テスト版）、ņ画制作	

4.	ǫ光Úİの制作説明、準備、̙版説明	

5.	イン�準備、摺り説明、試し摺り、イン�;Ň	

6.	版Ĝʜ説明、°ィルº描画説明、°ィルº描画	

7.	エディション作品制作：１版目の°ィルº描画、̙版、摺り、版Ĝʜ	

8.	エディション作品制作：２版目の°ィルº描画、̙版、摺り、版Ĝʜ	

9.	エディション作品制作：３版目の°ィルº描画、̙版、摺り、版Ĝʜ	

10.	エディション作品制作：Φ版目の°ィルº描画、̙版、摺り、版Ĝʜ	

11.	エディション作品制作：５版目の°ィルº描画、̙版、摺り、版Ĝʜ	

12.	エディション作品制作：各自のエディション制作˞Ü日	

13.	版画΄タト�制作、タト�用˘の断裁、表˘・ƌêのņ画制作、表˘・ƌêの°ィルº描画、̙版	

14.	版画΄タト�制作、表˘・ƌêの摺り、タト�組み立て、内表˘制作、作品�インđ}、作品タト� 	̱

15.	版画΄完成、版画室ʒêN、ディスカッション、コメントペーパー及び作品提出	

※定期試験は実施しない。	

	

【成果物】 ƒ版（シル�ス�リーン）による版画΄制作 

 

【評価の方法・基準】 

 □方法 成果作品60％、平常点（授業への取り組み状況）20％、コメントペーパー20％により総合的に評価する。 

 □基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

	

【テキスト・参考文献（資料）等】 

 □ テキスト 授業内にプリント「シル�ス�リーンテキスト」を配布する。 

 □ 参考文献、参考資料	 『版画の技法と表現』Ŵˌ者	 ɥͭ実,÷川美ȦƑ,ˎ͒ ,̗ʁɤǦŖ,内ʟŦ一,æ井Ů介,

Ȳͭʼɓ,ʡʟƼ立Ū版画美術Δ、2003年ȍ̧ˋß版（1987年ĥ）、『Òʣ版画Ŕ』΅木 	̇ 監修,美術出版社、2001	

年	
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【課題名】 卒業制作のための試作 	

【期 間】	4月8日(月)〜７月26日(金)	

【教 室】 油画４年実習室 

【担 当】 田中睦治、知花均、高﨑賀朗、金城徹、非常勤講師	 	  

【課 題】  

・ドローイング制作	 ：	 B全紙大の2枚分のサイズによる制作	

・試作Ⅰ	 ：	 各自のプランニングに沿って実施	

・試作Ⅱ	 ：	 各自のプランニングに沿って実施	

【授業概要】 (テーマ)	卒業制作のための試作	

卒業制作のための試作Ⅰと試作Ⅱは、卒展での展示構想を含めた重要な準備過程として位置づけます。作品のテー	

マや制作のねらいなど美術表現における自己の存在を含めた創作の文脈、さらに作品化するための素材やメディア（表	

現媒体）、形態や規模など、これらを探求し明確にすることを目的とし、前期報告展で展示します。これら試作の展示	

は卒業制作へ移行するための中間審査の対象とし、審査を通過して後に、実際的な展示計画がマケット演習を通して	

準備することが可能となります。これに先立ち、ドローイング制作を行い、他学年と共同してドローイング･コミュニ

ケーション展を企画・開催し、ドローイングの多様性を通して自他ともに展覧会の意味を探ります。	

【到達目標】  

	 ・試作Ⅰ、試作Ⅱを前期報告展で展示し、卒展での展示構想を発表することができる。	

・卒業制作のテーマやコンセプト、作品化を企てる理由や文脈などを文章化することができる。	

	 ・ドローイング･コミュニケーション展で他学年と共同で企画・開催することができる。	

	

【授業計画・方法】 

1．ガイダンス、過去の卒展のスライド･レクチャー（成果と取り組みのタイムスケジュールについて）	

2．試作Ⅰと試作Ⅱの構想プランニングにあたってのディスカッション	

3．試作Ⅰと試作Ⅱの制作プランニングの再検討および作成	

4．	 	 各自プランの発表とクラスディスカッション	

5．ドローイング制作：	ドローイングコミュニケーション展へ向けた制作	

6.		試作Ⅰの制作：各自のプランに従って素材・取材等の準備期間	

7.	 中間発表とディスカッション、ドローイングの提出（ドローイングコミュニケーション展へ）	

8.		試作Ⅰのディスカッション、自己評価書の提出。	

9.		試作Ⅱの再度のプランニングと準備期間。	

10.	試作Ⅱの制作：各自のプランに従って素材・取材等の準備期間	

11.	中間発表とディスカッション。	

12.	前期報告展での展示とディスカッション。	

13.	自己評価書の作成。テーマやコンセプト、作品制作の文脈、卒展での展示構想(作品の素材・形態・規模など)	

14.	自己評価書についての個別指導	

15.	前期分のポートフォリオ制作。提出し、確認後に返却します。ドローイングコミュニケーション展（９月）	

	

【成果物】  

	 	 	 ・ドローイング	 ：	 B全紙大の2枚分のサイズによる制作	

・試作Ⅰ・試作Ⅱ	 	

   ・前期ポートフォリオ（A4サイズのクリアファイル、10ページ程度、写真と制作ノート）	

	

【評価の方法・基準】 

□方法	 	 	 	 油画Ⅳの通年の総合評価とする。	

□基準	 	 	 	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。	

	

【テキスト・参考文献（資料）等】	

 □	 テキスト	 	 	 	 	 科目扉項に記載	 	 	

	 □	 参考文献（資料）	 科目扉項に記載	
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科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

21231 絵画特論Ⅰ 2単位 通年  1 講義 
絵画専攻教員 

寺田栄次郎(非) 
 

	

■テーマ 絵画組成の基礎	

■授業の概要	

絵画組成とは、絵画の材料研究と技法史研究を基本に、画家の立場で行う技法研究で、絵画を色と形とマチエールに

よる層構造から成る表現として捉えるものです。本授業では基本の下地と、絵具を中心に、合わせて広く材料、技法、

及び絵画技法史について講義します。	

授業は９月の集中講義期間に行います。	

■到達目標	

・絵画の造形を層構造として捉えるとともに、その土台となる下地を表現に合わせて自製できるようにする。	

・メディウムの違いから絵具を考察し、各自が使用する絵具について理解すると共に、その基礎知識を身に着ける。	

・西欧と我が国の古典の画家達が、表現と素材の関係をどのように解決したかを理解し、その知見を各自の制作に生か	

	 せるようにする	

	

■授業計画・方法	

１．概説	

２．絵画下地(1)	板・合板の水性地塗り	

３．絵画下地(2)	布・紙の水性地塗り	

４．絵画下地(3)	エマルジョン塗料の地塗り	

５．絵画下地(4)	有色地塗り	

６．顔料(1)	白色顔料	

７．顔料(2)	体質顔料	

８．顔料(3)	天然無機顔料	

９．顔料(4)	人工無機顔料	

10．顔料(5)	有機顔料	

11．様々な媒材（接合剤）と溶剤	

12．	顔料と溶剤の毒性	

13．材料組成	

14．組成構造	

15．マチエールの構造	

	定期試験	 授業終了後、記述試験を実施します。	

	

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む）	

・夏休み前に配布するテキストを良く読み、理解できるところとできないところを整理しておいて下さい。	

・各自の今までの制作経験の反省と、今後志向する方向と合わせて受講して下さい。	

・板書、講話内容をできるだけノートを取り、テキストと合わせて毎日の講義を復習してください。	

・日本・東洋・西洋を問わず、古典作品を、絵画組成の立場で見るようにして下さい。	

	

■成績評価の方法・基準	

□方法	 試験	50％・平常点25％・ミニレポート25％で総合的に評価する。平常点は授業への積極的参加度と質問に対

する応答です。ミニレポートは、項目のまとまりごとに授業内容についての要約と各自の意見を記して頂くものです。	

□基準	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 
■教科書・参考文献（資料）等 

□教科書	

□テキスト	 夏休み前に配布します。	

□参考文献	 R.J.ゲッテンス、G.L.スタウト『絵画材料事典』、美術出版社	
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科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

21133 デザイン（絵） 2単位 前期 １ 演習 

平山英樹 髙﨑賀朗 

関谷理  仲本賢 

赤嶺雅 
 

※	絵画専攻（平成30年度以降入学生のみ）受講可	

■テーマ	 	 絵画表現を活用してデザインの基礎を学ぶ。	

■授業の概要	

絵画表現を活用してデザインの基礎を総合的かつ包括的に学習する。様々 な撮影方法と表現方法を学び、さらにパーソナルコ

ンピュータを使用して、主にAdobe	Photoshopと同社Illustratorの両画像編集ソフトの学習をしながら、モチーフの観察・制

作（インプット）から、紙媒体や映像メディアへの出力（アウトプット）までを、一貫して学習する。絵画専攻の学生として作

成した作品を撮影、入力、編集、出力を通して、デザインの過程を学習する。	

■到達目標	

・デザインの役割や平面構成、色彩構成としての基礎を理解することができる。	

・映像機器（写真機、動画撮影機器）を使用して基本的な視覚デザイン表現ができる。	

・コンピュータを使用し、印刷などの紙媒体の視覚伝達表現を実践的に活用することができる。	

■授業計画・方法	

１．授業ガイダンス。デザインの社会的役割。	

２．平面構成（面と線、構図と空間の構成力）を学び、色彩構成（配色や効果について表現力）を学ぶ。（担当：赤嶺）	

３．映像機器の構造。照明及び周辺機器。（担当：仲本）	

４．スタジオ撮影１。立体的な物体の効果的撮影方法。（担当：仲本）	

５．スタジオ撮影２。自己作品の個別撮影方法研究。（担当：仲本）	

６．デジタル写真現像。RAWデータの現像処理。（担当：仲本）	

７．デジタル写真現像。写真の修正（合成、変形）。（担当：仲本）	

８．コンピュータ機器とOS解説。基本機能、基本用語について。（担当：赤嶺）	

９．Illustrator	基本操作1。印刷サイズについて。図形及び文字打ちなどの操作。（担当：赤嶺）	

10．Illustrator	基本操作2。ツール及び配色や効果、各種パレットの操作。（担当：赤嶺）	

11．Photoshop	基本操作1。画像の取り込み、画像解像度、画像補正の解説及び操作。（担当：赤嶺）	

12．Photoshop	基本操作2。画像加工について、各種パレットの解説及び操作。（担当：赤嶺）	

13．ソフト併用操作。レイアウトの設定、画像配置の基本操作。（担当：赤嶺）	

14．出力機器の操作及び課題制作のアウトプット。（担当：赤嶺）	

15．講評及びデザインの役割についてディスカッション。 

定期試験は実施しない。	

	

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む）	

・準備：デザイン基礎である平面構成、色彩構成の作品鑑賞や写真、コンピュータを理解する。	

・復習：授業の中で行った講義及び実技はその日のうちに整理、復習を行う。	

・展開：学んだ授業を実践的に作品へと展開し、具体的成果へと結びつける。	

■成績評価の方法・基準	

□方法	 平常点(制作への取組)40%、成果物	(プリント作品)60%による総合評価。 

□基準	 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 
 

■教科書・参考文献（資料）等 

□教科書	 配布するプリント 

□テキスト	 特になし 

□参考文献	 『基礎造形しリース	 芸術・デザインの平面構成』朝倉直巳著（六耀社）、『基礎造形しリース	 芸術・デザイン

の色彩構成』朝倉直巳著（六耀社）等  々
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科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名 

21209 工芸(絵) ２単位・前期 2 演習 
名護 朝和 

非常勤講師 

 

■【テーマ】  工芸の素材、技法、工程によるプロダクト制作 

■授業概要 

この演習は、伝統的な型染表現に取り組み、工芸におけるプロダクト生産や量産性について学び、生活の中に

ある工芸作品のよさや美しさ、工芸の伝統と文化について理解を深める。	

	

■到達目標  

・ 工芸における素材と技法・工程、道具や機器等の操作を理解し作品に表現できる。	
・ 工芸制作を通して、工芸の特性と量産の概念を理解する。	
・ 地域の伝統工芸の表現と日本の工芸の伝統や文化、アジアの工芸について鑑賞し理解を深める。	
	

■授業計画・方法 

１．課題説明（工芸分野におけるプロダクトについて）	

２．型染表現の解説	 	

３．ステンシル技法による型染表現の実践	

４．図案構想（教員による個別指導）	

５．図案作成（教員による個別指導）	

６．型彫り実践（引き彫り）	

７．型彫り実践（紗張り）	

８．染色技法における材料や素材、工程について解説	 	

９．布素材へ糊置き	 地入れ	 顔料染色の解説	

10.	染色の実践（前期）	

11.	染色の実践（中期）	

12.	染色の実践（後期）	

13.	定着について解説	 蒸し、水元の実践	

14.	工芸作品鑑賞（教員による工芸概説）	 	

15.	講評会 レポート提出	

定期試験は実施しない	

	

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む）  

・レポートの提出を行う	

・高価な道具や機器を扱うため、注意を怠らないこと	

	

■成績評価の方法・基準 

□方法	 提出作品40%・平常点30％・講評会発言及びレポート30％で総合的に評価する。	

	

□基準 到達目標を観点として、履修規程に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 
	

■教科書・参考文献（資料）等 

□教科書   必要に応じて指示する 

□テキスト  必要に応じて指示する 

□参考文献  型絵染	—伊砂利彦の作品と考え—	 株式会社用美社			

	 	 	 	 	 	 	 工芸の見方・感じかた	 東京国立近代美術館工芸課	 編	 淡交社	 ¥2500- 
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